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一

会
津
三
十
三
所
順
礼
に
つ
い
て

平
安
時
代
後
期
に
、
都
の
貴
族
や
僧
侶
を
中
心
に
盛
行
し
た
西
国
三
十
三
所
順
礼
の
慣

行
は
、
次
第
に
武
士
や
庶
民
に
ま
で
広
が
り
、
全
国
か
ら
参
詣
者
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
方
で
、
西
国
に
続
い
て
坂
東
や
秩
父
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
各
地
に
札
所
が
設
定

さ
れ
、
三
十
三
所
順
礼
と
い
う
慣
行
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

会
津
三
十
三
所
の
起
源
に
つ
い
て
は
確
実
な
史
料
が
な
く
、
室
町
時
代
に
遡
る
と
い
う

説
、
保
科
正
之
の
時
代
に
始
ま
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
判
然
と
し
な
い
。
江
戸
時
代
に

お
け
る
順
礼
の
様
相
は
、
た
と
え
ば
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）「
中
荒
井
与
三
十
二
箇
村

風
俗
帳
」
に
「
会
津
順
礼
と
云
ハ
、
西
国
順
礼
の
如
く
を
い
ず
り
を
調
、
御
当
地
三
十
三

所
之
観
音
へ
老
し
た
る
男
女
仏
詣
し
て
札
を
納
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
国
へ

の
順
礼
の
場
合
と
同
様
に
、
笈
摺
を
身
に
つ
け
た
老
夫
婦
等
が
、
会
津
の
三
十
三
ヶ
所
の

観
音
（
堂
）
に
参
詣
し
て
札
を
納
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
十
三
ヶ
所
の
札
所
に
つ
い
て
は
、
各
所
の
御
詠
歌
を
版
行
し
た
「
会
津
順
礼
歌
」
が

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
刷
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
、
近
代
・
現

代
と
ほ
ぼ
同
様
な
札
所
の
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
「
順
礼
記
」
の
内
容
と
諸
本
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
会
津
三
十
三
所
順
礼
の
盛
行
に
関
連
す
る
史
料

と
し
て
、「
会
津
順
礼
道
記
」
あ
る
い
は
「
会
津
三
十
三
所
順
礼
記
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

を
も
つ
写
本
（
以
下
「
順
礼
記
」）
を
紹
介
す
る
。

こ
の
史
料
は
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
、
会
津

三
十
三
所
を
順
礼
し
た
一
行
（
十
二
名
）
の
よ
う
す
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
行
は
、

若
松
城
下
の
石
塚
観
音
（
十
九
番
札
所
）
か
ら
始
め
、
滝
沢
観
音
（
十
八
番
札
所
）
を
最

後
に
廻
っ
て
帰
宅
し
て
お
り
、
順
路
か
ら
若
松
城
下
の
住
人
た
ち
と
推
定
さ
れ
る
。
参
詣

し
た
各
札
所
の
観
音
堂
の
由
来
や
状
況
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
道
中

で
立
ち
寄
っ
た
神
社
・
仏
閣
の
由
緒
や
名
所
・
旧
跡
に
つ
い
て
、
地
元
の
伝
承
も
聞
き
な

が
ら
書
き
留
め
て
い
る
。
行
程
の
う
ち
知
人
を
訪
ね
て
宿
泊
し
た
り
、
熱
塩
温
泉
で
は
四

日
間
滞
在
す
る
な
ど
、
娯
楽
を
兼
ね
た
小
旅
行
と
い
う
様
相
も
呈
し
て
い
る
。

個
々
の
札
所
・
観
音
堂
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
書
物
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
実
際
に
人
々
が
順
礼
し
た
時
の
よ
う
す
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
は
多
く
は
な
い
。

江
戸
時
代
の
順
礼
の
具
体
相
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
本
稿
で
は
全
文
を
紹
介
す
る
。

写
本
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
以
下
の
三
種
類
を
確
認
し
て
い
る
。

①
二
瓶
文
庫
本

形
態
は
横
半
帳
一
冊
（
竪
一
三
・
三
、
横
一
七
・
八
㎝
）。
表
題
に
つ
い
て
は
、
表
紙

に
「
会
津
巡
礼
道
記
」、
本
文
の
冒
頭
に
は
「
会
津
順
礼
道
記
」
と
記
す
。
成
立
時
期
は
、

奥
書
に
よ
る
と
宝
永
八
年
（
正
徳
元
年

一
七
一
一
）
七
月
に
書
か
れ
た
も
の
を
、「
旧

重
二
十
四
歳
」
と
い
う
人
物
が
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
十
一
月
廿
六
日
に
書
写
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
喜
多
方
市
出
身
の
郷
土
史
家
二
瓶
清
氏
の
旧
蔵
（
二
瓶
文
庫
）
で
、

現
在
は
喜
多
方
市
教
育
委
員
会
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

②
国
分
家
本

形
態
は
竪
帳
一
冊
。
表
題
は
表
紙
に
「
会
津
三
十
三
所
順
礼
記
」
と
あ
る
。
成
立
時

期
・
筆
者
は
、
奥
書
よ
り
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
国
分
丈
助
が
書
写
し
た
も
の
と
わ

か
る
。
国
分
丈
助
は
、
大
沼
郡
永
井
野
組
八
木
沢
村
の
名
主
で
、
こ
の
写
本
は
同
家
に
伝

来
し
た
（
国
分
健
仁
家
文
書
）。

③
慶
徳
稲
荷
神
社
本

形
態
は
竪
帳
一
冊
（
竪
二
六
・
五
、
横
一
六
・
〇
㎝
）。
表
紙
の
題
箋
を
欠
く
た
め
表

題
は
不
明
だ
が
、
内
容
は
②
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
未
詳
で
、
奥
書
に
「
高

橋
氏
義
督
誌
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
人
物
が
写
本
の
筆
者
で
あ
ろ
う
。
表
紙
に
「
密
蔵

寺
」
と
い
う
墨
書
が
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
、
江
戸
時
代
に
慶
徳
村
に
あ
っ
た
稲
荷
神
社
の

別
当
寺
で
あ
る
（「
新
編
会
津
風
土
記
」
巻
六
十
六
）。
ま
た
一
紙
目
に
蔵
書
印
（
方
形
朱

会
津
三
十
三
所
順
礼
記
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印

印
文
「
慶
徳
邨
穂
積
氏
」）
が
あ
り
、
現
在
ま
で
慶
徳
稲
荷
神
社
（
宮
司
は
穂
積
氏
）

に
伝
来
し
、
喜
多
方
市
教
育
委
員
会
が
保
管
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
内
容
面
で
は
、
②
③
は

ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
①
に
は
、
そ
の
巻
頭
と
巻
末
に
②
③
に
は
な
い
部
分
が
あ
る
。

後
掲
す
る
全
文
紹
介
の
う
ち
「
順
礼
の
始
ま
り
」
と
「
小
池
（
御
池
）
そ
の
他
の
御
詠
歌
」

の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
有
無
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
以
外
の
部
分
は

①
②
③
で
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
詳
し
く
み
る
と
①
は
、
②
③
に
は
な
い
各
札
所
の
御
詠
歌
を

収
録
し
て
い
た
り
、
観
音
堂
の
規
模
（
間
数
）
や
観
音
像
の
法
量
を
記
す
な
ど
、
全
体
に

情
報
量
が
多
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。

字
句
や
表
記
の
し
か
た
（
漢
字
・
仮
名
遣
い
等
）
の
面
で
は
、
②
③
の
間
に
も
差
異
が

あ
り
、
さ
ら
に
①
と
の
間
に
も
違
い
は
見
ら
れ
る
。

三
「
順
礼
記
」
の
流
布
と
作
者
に
つ
い
て
の
考
察

複
数
の
写
本
が
別
々
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
「
順
礼
記
」

は
、
十
八
世
紀
以
降
、
会
津
地
域
で
は
一
定
程
度
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

会
津
藩
士
の
高
嶺
慶
忠
が
編
さ
ん
し
た
「
会
津
鑑
」
に
は
「
郷
村
順
礼
記
」
と
い
う
書
名

で
引
用
さ
れ
て
い
る
（「
会
津
鑑
」
巻
四
十

松
野
邑
の
項
な
ど
）。「
会
津
鑑
」
で
は
、
元

禄
年
間
に
成
立
す
る
若
松
城
下
の
三
十
三
所
（
町
廻
三
十
三
所
）
と
区
別
し
て
、「
郷
村
巡

礼
」
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
で
引
用
さ
れ
て
い
る
写
本
は
、
内
容

か
ら
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
の
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。

十
八
世
紀
以
降
、
順
礼
の
慣
行
は
次
第
に
盛
ん
に
な
り
、
た
と
え
ば
御
詠
歌
本
に
つ
い

て
も
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
再
び
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
順

礼
記
」
に
つ
い
て
も
、
順
礼
の
慣
行
の
盛
行
と
と
も
に
、
順
礼
の
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
、
さ
ら
に
い
え
ば
順
礼
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
意
味
合
い
も
込
め
て
書

写
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
な
る
が
、
こ
の
書
物
の
作
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
順
礼
記
」
に
は
作
者
名

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
行
の
中
に
作
者
が
い
た
可
能
性
は
高
い
。「
順
礼
記
」
冒

頭
で
一
行
十
二
名
の
中
に
、
吉
川
氏
、
長
谷
川
氏
、
遠
藤
氏
（
母
）、
齋
藤
氏
（
母
）
が

い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
順
礼
記
」
の
松
野
観
音
堂
の
部
分
に
は
、「
先
つ
年
、

今
同
行
の
長
谷
川
氏
、
同
門
葉
の
星
氏
順
礼
し
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
書
か
れ

て
い
る
人
物
は
、
お
そ
ら
く
作
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、「
会
津
鑑
」
巻
四
十

松
野
邑
の
項
に
は
「
先
年
今
宝
永
四
丁
亥
年
長
谷
川
氏
・
星
氏
・
中
村
氏
順
礼
」
と
い
う

記
事
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
中
村
氏
に
つ
い
て
は
「
順
礼
記
」
の
記
事
に
は
見
え
な
い
の

で
、
こ
の
人
物
が
作
者
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
不
明
で
あ
る
。「
順
礼
記
」
の
最
後
の
部
分
で
、
会
津
や
若
松
の
繁
栄
を
寿
ぎ
、
こ

の
よ
う
に
足
の
弱
っ
た
（
老
齢
の
）
者
た
ち
が
十
日
余
り
の
旅
を
、
不
自
由
な
く
無
事
に

で
き
た
の
も
「
偏
に
御
恵
の
源
ふ
か
く
、
流
の
末
の
我
々
迄
も
目
出
た
し
」
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
書
き
ぶ
り
か
ら
す
る
と
、
藩
政
の
支
配
下
に
あ
り
、
か
つ
そ
の
末
端
に
連
な
る

よ
う
な
者
た
ち
、
た
と
え
ば
城
下
に
暮
ら
す
富
裕
な
町
人
・
町
役
人
ク
ラ
ス
の
よ
う
な
身

分
・
階
層
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
「
順
礼
記
」
の
紹
介
に
あ
た
っ
て

現
在
確
認
で
き
た
「
順
礼
記
」
の
三
種
の
写
本
は
、
い
ず
れ
も
原
本
で
は
な
い
が
、
そ

の
中
で
成
立
時
期
が
は
っ
き
り
し
、
か
つ
情
報
量
も
多
い
の
は
①
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

稿
で
は
①
を
底
本
と
し
て
全
文
を
紹
介
し
、
②
③
と
大
き
な
異
同
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て

の
み
傍
線
を
付
し
て
注
記
す
る
こ
と
に
し
た
。

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
頭
注
・
脚
注
を
付
し
て
読

み
や
す
く
な
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

〈
参
考
文
献
〉

小
島
一
男
編
『
会
津
三
十
三
観
音
御
詠
歌
』
歴
史
春
秋
出
版
株
式
会
社

一
九
七
八
年

藤
田
定
興
『
神
と
仏
の
信
仰
』
歴
史
春
秋
出
版
株
式
会
社

二
〇
一
一
年

内
山
大
介
「
特
別
展
『
み
ち
の
く
の
観
音
さ
ま
』
東
北
の
観
音
霊
場
と
民
俗
信
仰
」

『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
』
二
九

二
〇
一
五
年

歴
史
春
秋
出
版
株
式
会
社
編
『
会
津
三
十
三
観
音
巡
り
』
二
〇
一
八
年

庄
司
吉
之
助
編
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳

巻
二

貞
享
風
俗
帳
』

歴
史
春
秋
出
版
株
式
会
社

一
九
七
九
年

福
島
県
会
津
高
田
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
福
島
県
会
津
高
田
町
近
世
・
近
代
文
書
所
在

目
録
⑴
』
会
津
高
田
町
教
育
委
員
会

一
九
九
〇
年

『
会
津
鑑
』
四

吉
川
弘
文
館

一
九
八
二
年

〈
謝
辞
〉

本
稿
の
作
成
に
当
た
り
、
次
の
機
関
・
個
人
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
ま
す
。

会
津
美
里
町
教
育
委
員
会

喜
多
方
市
教
育
委
員
会

慶
徳
稲
荷
神
社

阿
部
綾
子

国
分
一
博

関
川
麻
起
子

会
津
管
内
の
市
町
村
で
の
講
座
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
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（
表
紙
）「
会
津
巡
礼
道
記
」

　
　
　
　

会
津
順
礼
道
記

奥
州
会
津
三
拾
三
所
順
礼
の
始
を
奉
尋
、
徳
一
大
師
順
初
シ
給
ふ
也
、
熊
野
権
現
の
有
御
稔
、
当
国
下
り
諸
寺
・
諸
社
を

建
立
仕
給
ひ
、
会
津
三
拾
三
所
順
始
給
ふ
時
、
御
同
道
に
ハ
熊
野
権
現
客
僧
と
成
り
、
善
光
寺
如
来
ハ
女
人
と
現
シ
、
法

用
寺
別
当
・
高
田
神
主
以
上
五
人
、
学
五
智
の
如
来
を
順
始
給
ふ
、
其
頃
仁人

皇王
五
十
一
代
平
城
天
皇
の
御
宇
、
田
村
将
軍

の
御
時
、
大
同
三
戊

子
年
八
月
十
五
日
耶
麻
郡
大
木
村
ゟ
始
メ
、
廿
一
日
稲
川
郡
御
池
村
に
て
七
日
に
結
願
仕
給
ふ
、
去

程
に
耶
麻
郡
九
ヶ
所
を
ハ
九
品
の
浄
土
像
り
、
川
沼
郡
壱
ヶ
所
は
一
念
弥
阤
仏
と
心
得
、
大
沼
郡
拾
七
ヶ
所
を
は
観
音
縁

日
を
像
り
、
稲
川
郡
六
ヶ
所
を
ハ
補
阤
洛
六
観
音
を
像
り
廻
始
給
ふ
也
、
此
道
一
度
順
礼
す
る
輩
者
、
十
悪
五
逆
の
罪
深

シ
と
言
共
除
其
罪
を
、
今
生
に
て
ハ
冨
貴
延
命
、
来
世
者
仏
果
菩
提
、
成
仏
至
ら
す
る
事
無
疑
者
也
、

抑
会
津
三
拾
三
所
順
礼
ハ
、
い
つ
の
代
何
れ
の
人
の
廻
始
け
る
と
云
事
さ
た
か
な
ら
す
、
世
に
言
伝
た
る
も
の
あ
れ
と
も

時
代
の
違
有
て
信
用
し
か
た
し
、
誠
に
都ト

鄙ヒ

遠
阻ソ

な
り
と
い
ゑ
と
も
、
其
功
西
国
の
順
拝
に
全
ク
替
る
へ
か
ら
す
、
い
て

や
観
音
薩
埵
の
利
益
一
称
一
念
猶
空
シ
か
ら
す
、
六
道
衆
生
の
済
度
と
し
て
御
身
を
六
つ
に
分
ケ
さ
せ
給
ひ
、
六
趣
群
迷

の
指
南
、
六
識
麁
道
の
凡
夫
を
し
て
、
現
世
の
願
を
満
し
め
、
没
せ
ハ
安
養
楽
邦
へ
至
ら
し
め
給
ハ
ひ
の
大
悲
誰
か
是
を

尊
め
さ
ら
む
や
、
幸
哉
、
当
国
に
生
れ
窶
ヤ
ツ
カ
レ
六
度
の
志
願
あ
り
て
、
今
年
五
度
に
及
ふ
、
し
か
し
齢
山
の
端
に
傾
き
露
心

し
六
十
に
逼セ

マ

り
、
今
一
度
の
参
詣
計
難
し
、
此
度
を
限
り
と
思
ひ
侍
る
ま
ゝ
、
道
々
の
日
記
、
所
に
謂
伝
へ
る
里
人
の
物

語
な
と
書
記
し
、
或
ハ
腰
お
れ
の
し
ら
す
読
、
又
誂
倡シ
ヤ
ウの
古
め
か
し
き
を
連
ま
ほ
し
け
れ
共
、
従
来
才
短
て
ふ
て
拙
し
、

さ
れ
は
人
の
見
る
へ
く
も
あ
ら
す
、
思
ふ
事
い
わ
て
止
な
ん
も
本
意
な
く
、
旅
宿
の
窓
前
そ
こ
は
か
と
な
く
矢
立
の
切
筆

を
灌
く
、
同
行
も
似
た
る
を
伴
ひ
、
吉
川
氏
・
長
谷
川
氏
・
遠
藤
・
斎
藤
両
氏
の
母
儀
也
、
少
年
の
春
も
一
夜
の
夢
と
く

れ
、
早イ

ツ

晩シ
カ

頭
に
ハ
霜
蓬
を
戴
き
、
額
に
ハ
六
十
の
波
を
た
ゝ
へ
、
足
た
と
〳
〵
敷
ク
与
所
の
見
る
目
も
お
か
し
か
り
な
む
、

さ
れ
ハ
古
よ
り
耶
麻
郡
大
木
・
松
の
・
綾
金
村
を
一
二
三
と
次
第
定
ま
る
と
か
や
、
さ
れ
と
も
足
弱
夫
婦
の
行
脚
に
し
あ

○
順
礼
の
始
ま
り

○
順
礼
の
始
ま
り
（
２
）

○
順
礼
の
始
ま
り
（
３
）

大
同
三
戊
子
年
：
八
〇
八
年

※
こ
こ
ま
で
②
③
本
に
な
し

②
③
本
：
露
命
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れ
は
、
纔
の
廻
り
を
も
厭
ひ
、
順
路
の
能
様
に
任
せ
侍
る
、
桧
破
籠
や
う
の
物
奴ヌ

婢ヒ

に
担ニ
ナ
ワせ
、
共
に
拾
弐
人
さ
な
か
ら
長

途
の
出
立
、
菅
笠
の
紐
ゆ
る
や
か
に
、
静
に
桑
の
木
杖
を
携
へ
、
宝
永
四
年
丁
亥
四
月
廿
一
日
幸
日
和
に
て
四
方
の
山
な

み
青
み
わ
た
り
、
若
楓
の
ほ
そ
や
か
に
ひ
ろ
こ
り
た
る
い
と
や
さ
し
く
、
老
声
の
鶯
柳
を
織
り
、
八
重
酴ヤ
マ

醿フ
キ

の
お
く
れ
咲

取
あ
つ
め
た
る
気
色
、
旅
立
た
る
ハ
最イ
ト

目
さ
む
る
心
地
し
て
侍
る
、

先
一
番
に
石
塚
に
詣
、
仏
前
に
念
誦
し
て
、
願
く
ハ
参
詣
の
功
徳
空
し
か
ら
す
、
滅
罪
生
善
・
臨
終
正
念
・
後
生
善
所

を
祈
り
侍
る
、
か
け
ま
く
も
此
観
世
音
菩
薩
ハ
、
平
の
義
明
公
の
七
男
、
当
国
の
大
守
佐
原
十
郎
義
連
公
護
持
の
本
尊

に
し
て
至
小
の
尊
像
な
り
と
か
や
、
一ヒ
ト

年ヽ
セ

髻
の
中
に
い
た
ゝ
き
、
常
州
赤
沼
の
大
蛇
退
治
し
給
事
、
偏
に
毒
龍
諸
鬼
等

蛇
及
蝮
蝎
念
彼
観
音
の
仏
力
な
ら
す
や
、
至
小
の
尊
躯
者
秘
仏
に
て
今
開
帳
の
二
尊
は
前
立
也
、
し
か
し
よ
り
わ
き
て

尊
崇
浅
か
ら
す
、
嫡
子
遠
江
守
盛
連
公
へ
伝
り
、
そ
れ
ゟ
七
代
の
孫
葦
名
若
狭
守
直
盛
公
、
康
暦
元
年
己

未
此
地
石
塚

山
蓮
台
寺
を
建
、
安
置
し
給
ふ
、
今
年
迄
三
百
弐
拾
九
年
、
貴
賤
綿ン

と
し
高
袖
を
連
、
踵ク
ヒ
スを
継
て
、
誠
に
衆
生
済
度
の

御
利
益
い
と
た
ふ
と
し
、
し
か
わ
あ
れ
共
、
時
移
り
代
替
り
て
御
堂
破
壊
に
及
し
を
、
先
君
蒲
生
宰
相
忠
郷
公
の
御
母

儀
公
、
慶
長
拾
九
甲

寅
年
御
再
興
有
け
る
と
な
む
、
今
の
御
堂
是
也
、
御
前
の
流
れ
潔
イ
サ
キ
ヨく
、
夕
暮
の
蛍
者
瀧
沢
の
紅
葉

に
対
し
緇
素
納
凉
の
遊
賞
に
て
侍
る

　
　

名
に
も
似
す
湯
川
や
涼
し
蛍
狩

　
　

十
九
番

石
塚

後
の
世
を
願
ふ
心
は
か
ろ
く
と
も

仏
の
ち
か
ひ
お
も
き
石
塚

曝
屋
町
を
過
て
南
の
大
橋
ふ
ミ
轟ト

ヽ
ロか
し
行
て
稲
荷
の
社
有
、
早
頃
暴
風
頻シ
キ
リり
に
吹
て
瑞タ
マ

籬カ
キ

の
神
木
倒
に
け
り
、
奇
キ
ナ
ル

哉
、

次
の
夜
群
集
の
人
音
し
て
、
翌
の
日
も
と
の
こ
と
く
起
、
今
に
枝
葉
艶
に
て
侍
る
、
世
澆キ
ヨ
ウ

季
に
覃ヲ
ヨ
フと
い
へ
と
も
神
明

の
不フ

シ
キ測
い
と
も
貴
し
、
是
よ
り
南
青
木
御
山
村
へ
出
、
蝦エ

夷ビ

塚
の
事
尋
け
れ
と
も
知
人
な
し
、
窟イ
ワ

や
に
観
音
堂
有
、
尊

躰
今
ハ
山
寺
に
安
地（

マ
ヽ
）し
た
ま
へ
ハ
遥ヨ
ウ

拝ハ
イ

し
て
登
ら
す
、
其
渡
山
王
権
現
・
観
音
堂
・
八
幡
な
と
拝
廻
り
、
夫
ゟ
並
松
之

中
幾
年
月
を
か
経
ぬ
ら
ん
、
も
と
ハ
相
生
の
や
う
に
梢
ハ
雲
を
凌シ
ノ
キて
吹
風
涼
敷
、
坂
を
踟タ

蹰ト
リ

て
山
寺
へ
着
、

○
宝
永
四
年

四
月
二
十
一
日
出
発

石
塚

十
九
番
札
所

石
塚

御
詠
歌

宝
永
四
年
丁
亥
：
一
七
〇
七
年

石
塚
：
会
津
若
松
市

康
暦
元
年
己
未
：
一
三
七
九
年

慶
長
拾
九
甲
寅
年
：
一
六
一
四
年

御
山
村
：
会
津
若
松
市
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一
称
徳
天
皇
第
四
十
八
代
天
平
神
護
元
年
乙

巳
神
護
山
照
谷
教
寺
観
音
薩
陲（
埵
）開
基
よ
り
宝
永
四
年
迄
九
百
四
拾
年
、
緑
樹

四
隣
を
囲カ

コ
ミ、
一
色
一
香
の
春
の
花
は
東
山
の
中
道
に
開
き
、
一
実
円
頓
の
秋
の
月
ハ
西
畔
の
大
河ガ

に
浮
ひ
、
南
は
峨
々

と
し
て
山
高
く
、
北
ハ
寂
寞
と
し
て
人
の
声
な
く
、
礀カ
ン

水
松
風
同
一
法
性
に
し
て
二
も
又
三
も
な
し
、
誠
に
人
輪（
倫
）の
穢
ケ
カ
レ

な
く
粧
ヨ
ソ
ヲ
イい
さ
き
能
く
覚
へ
け
れ
は

　
　

山
寺
は
浮
世
の
ち
り
を
い
と
ふ
か
や

く
も
る
心
の
月
も
澄
て
ふ

住
持
も
し
れ
る
人
に
侍
る
侭
、
破ハ
リ

篭ゴ

や
う
の
も
の
排ヒ
ラ

き
、
暫
休
み
諏
方
の
原
へ
出
、
野
寺
の
薬
師
仏
を
拝
し
、
堤
沢
ゟ

一
堰
六
地
蔵
へ
参
り
て
拝
ぬ
、
伝
に
い
わ
く
往ソ
ノ

昔カ
ミ

よ
り
六
地
蔵
を
安
置
し
、
其
例
巨
宏
に
し
て
御
堂
の
荘シ
ヤ
ウ
コ
ン厳も
い
み
し

く
、
貴
賤
袖
を
つ
ら
ね
群
集
し
拝
れ
さ
せ
給
ひ
け
る
と
な
ん
、
そ
の
こ
ろ
お
ひ
此
わ
た
り
萩イ
キ

生ヲ
イ

茂シ
ケ
リ、
朝
の
露
に
参
詣
の

裔モ
ス
ソを
湿ウ
ル
ヲす
、
其
時
よ
り
言
伝
へ
た
る
に
や
、
今
も
世
俗
萩
の
原
と
い
ふ
、
然
る
に
寛
永
二
十
年
癸

未
の
春
回
禄
の
災
に

罹カ
ヽ

り
仏
像
経
巻
古
歴
の
伝
記
焦
土
と
な
り
、
僧
俗
も
退
散
し
跡
方
も
な
く
な
り
行
け
る
と
な
む
、
惜
哉
、
洛
陽
の
六
波

羅
を
学
ひ
た
る
と
、
唯
里
俗
の
聞
伝
へ
た
る
計
に
て
、
い
つ
の
代
い
つ
れ
の
人
の
開
基
と
言
事
定
か
な
ら
す
、
其
頃
一

堰
村
に
山
田
近
右
衛
門
と
言
者
有
、
奇
瑞
を
蒙
り
常
に
貴
見
詣
け
る
に
、
是
を
深
く
嘆
き
草
堂
を
営
イ
ト
ナ
ミ、
自
ラ
六
地
蔵
を

造
て
立
、
昔
の
名
の
み
残
し
侍
る
、
爰
に
浄
侶リ
ヨ

の
僧
向
誉
西
入
さ
き
つ
と
せ
是
を
見
、
心
を
傷イ
タ
マし
め
、
絶
た
る
を
継
、

廃
れ
る
を
興ヲ
コ

す
と
か
や
、
止
事
な
く
大
願
を
発
シ
、
十
方
檀
那
の
助
力
を
憑
み
、
御
長
ヶ
五
尺
三
寸
に
造
立
し
侍
る
、

今
の
六
地
蔵
是
也
、
斯
て
六
間
四
面
の
御
堂
を
建
、
安
置
し
奉
り
、
再
回
む
か
し
の
春
に
帰
り
、
永
く
繁
栄
の
霊
地
と

成
ら
ん
事
を
願
ふ
と
、
長
物
語
に
日
も
闌
け
れ
は
留
守
居
の
坊
へ
暇
乞
し
、
例
の
桑
木
杖
を
携
へ
大
河
を
渡
り
大
石
村

に
上
り
、
夫
ゟ
大
門
村
、
是
ハ
左
下
り
の
門
前
な
れ
は
此
名
有
に
や
、
覚
束
な
し

　
　

二
十
番

御
山

は
る
〳
〵
と
登
り
て
拝
む
岩
や
さ
ん

い
つ
も
た
へ
せ
ぬ
松
風
の
音

一
左
下
り
無
頭
観
音
、
天
長
七
庚
戌
年
四
月
十
四
日
弘
法
大
師
の
造
立
、
御
堂
五
間
四
面
三
重
也
、
宝
永
四
年
迄
八
百
七

十
八
年
、
其
後
百
五
年
を
経
て
、
延
長
二
年
甲
申
三
月
十
三
日
越
後
州
に
て
罪
を
懐
く
者
走
て
、
此
龕ガ
ン

内
に
隠
れ
け
る

御
山

二
十
番
札
所

一
堰
六
地
蔵

御
山

御
詠
歌

左
下
り

二
十
一
番
札
所

天
平
神
護
元
年
乙
巳
：
七
六
五
年

②
③
本
：
九
百
四
拾
三
年

寛
永
二
十
年
癸
未
：
一
六
四
三
年

天
長
七
庚
戌
年
：
八
三
〇
年

延
長
二
年
甲

申
：
九
二
四
年
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に
、
追
来
て
是
を
切
、
首
を
携

タ
ツ
サ
ヘて
越
に
帰
り
見
る
に
観
音
の
御
く
し
な
り
、
崇ア
カ
メて
彼
地
に
安
置
し
有
頭
の
観
音
と
言
、

郡
を
頸ク

ビ

城キ

と
言
、
夫
ゟ
左
下
り
を
無
頭
の
観
音
と
言
称
し
奉
る
か
や
、
延
文
三
八
月
冨
田
祐
義
麓
観
音
禅
寺
を
建
立
、

夫
ゟ
實
相
寺
に
属
ス
、
委
は
伝
記
に
見
へ
た
り
、
并
銅ド
ウ

版ハ
ン

に
ほ
り
付
今
猶
存
す
、
御
堂
の
下
よ
り
嶮
岨
を
伝
ひ
て
草
の

根
を
と
り
漸
平
地
に
出
、
堤
の
水
際
を
過
て
相
川
村
に
着

　
　

二
十
一
番

左
下

左
下
り
ハ
岩
に
そ
ひ
へ
て
掛
ケ
作
リ

い
つ
も
た
へ
せ
ぬ
嶺
の
松
風

一
相
川
十
一
面
観
音
菩
薩
い
つ
の
世
い
つ
れ
の
人
の
開
基
と
い
ふ
事
定
か
な
ら
す
、
御
堂
三
間
四
面
南
向
、
山
の
際
に
立
、

惜
哉
、
唯
相
川
の
観
音
と
名
に
流
れ
た
る
計
也
、
里
俗
を
し
て
開
帳
せ
し
に
、
最
珠
勝
に
権
化
の
妙
彫
に
い
ま
そ
か
ら

ん
、
や
ん
こ
と
な
く
拝
れ
給
ふ
、
幾
星
霜
を
か
経
給
け
ん
、
仏
躰
御
長
ケ
四
尺
余
の
立
像
、
殊
外
に
損
し
さ
せ
給
ふ
、

あ
わ
れ
心
有
人
再
興
も
や
と
つ
ぶ
や
き
坂
を
下
り
け
る
に
、
御
手
洗
に
し
ら
ぬ
翁
の
形カ
ケ

見
へ
侍
る
、
高
歌
に
明
鏡
を
掩ヲ
ヽ

ひ
、
昨
日
ハ
少
年
、
今
ハ
白
頭
と
許キ
ヨ

渾コ
ン

か
言
し
、
い
と
む
へ
な
り　
　

　
　

汲
影
に
近
付
返
す
清
水
哉

　
　

二
十
二
番

相
川

朝
日
さ
す
夕
日
か
ゝ
や
く
相
川
の

月
も
ろ
共
に
出
る
御
手
洗

一
大
八
郷
村
高
倉
観
音
堂
、
伝
に
言
、
天
長
年
中
弘
法
大
師
草
創
の
地
と
言
り
、
山
は
四
面
円
成
に
し
て
如
意
宝
珠
の
願

相
也
、
世
俗
円マ
ル

山
と
い
ひ
し
、
ま
た
稲
葺
山
と
言
、
昔
ハ
山
の
頂
イ
タ
ヽ
キに
立
せ
給
ひ
、
麓
の
仁
王
門
に
並
て
寺
有
、
高
倉
寺

と
言
、
中
頃
千
代
和
泉
と
言
者
再
興
し
、
後
代
修
復
の
料
を
計
て
砂
金
朱
漆
を
埋
之
置
け
る
と
也
、
隠
け
ん
時
あ
ら
ん

御
堂
幾
度
か
替
り
其
跡
今
に
有
け
る
と
な
り
、
院
宇
い
つ
れ
の
時
に
破
壊
し
、
御
堂
も
又
六
拾
余
年
前
に
今
の
地
へ
移

し
け
ん
と
な
ん
、
尊
躰
ハ
聖
観
自
在
菩
薩
い
の
り
て
達
せ
す
と
言
事
な
く
、
如
意
円
満
の
霊
仏
に
て
ま
し
ま
す
と
か

や
、
日
も
高
ふ
侍
れ
と
も
知
人
し
て
大
八
郷
に
泊
る
、
明
れ
は
廿
二
日
旅
店
を
立
て
福
永
村
藤
巻
大
明
神
へ
詣
侍
る
、

四ヨ
ツ
ト
セ

十
年
前
迄
ハ
宝
塔
の
余
波
の
み
有
し
に
、
今
ハ
其
形
も
な
し
、
此
村
昔
ハ
火
玉
と
言
、
前
の
大
守
加
藤
義（
嘉
）明
公
文
字

を
忌
給
ひ
て
、
寛
永
年
中
福
永
と
な
ん
改
給
ふ
、
関
山
・
八
重
松
・
蠃
ツ
フ
ラ

岡
も
と
は
火
玉
に
属ゾ
ク

し
け
る
と
也

左
下
り

御
詠
歌

相
川

二
十
二
番
札
所

相
川

御
詠
歌

高
倉

二
十
三
番
札
所

大
八
郷
村
泊

○
四
月
二
十
二
日

延
文
三
：
一
三
五
八
年

実
相
寺
：
会
津
若
松
市

相
川
村
：
会
津
美
里
町

大
八
郷
村
：
会
津
美
里
町



−3�−

ձ௡ࡾेࡾॴॱྱه

　
　

二
十
三
番

高
倉

む
か
し
よ
り
宝
を
つ
ミ
し
山
な
れ
ハ

人
の
願
ひ
を
み
つ
る
高
倉

一
関
山
秘
仏
の
観
音
開
闢ヒ

ヤ
クの
伝
記
不
詳
、
寺
号
さ
へ
知
人
な
し
、
御
堂
三
間
東
向
也
、
別
当
屋
敷
の
跡
に
存
ス
、
も
と
来

し
道
へ
帰
り
、
杉
の
一
ト
木
の
元
よ
り
山
際
を
ま
わ
り
醫
王
山
鳳
来
寺
へ
詣
ぬ
、
本
尊
薬
師
如
来
ハ
弘
法
大
師
の
妙
力
、

会
津
五
仏
の
随
一
火
玉
当
寺
是
也
、
む
か
し
ハ
山
の
上
に
堂
有
、
其
跡
今
に
残
り
て
有
け
る
と
な
ん
、
慶
長
十
六
辛

亥

八
月
廿
一
日
の
大
地
震
に
御
堂
倒
れ
け
る
を
、
今
の
地
へ
移
し
奉
る
と
也
、
此
時
柳
津
・
新
宮
も
崩ク
ツ
レ、
山
崎
も
湖
水
と

な
り
け
る
と
な
り

　
　

二
十
四
番

関
山

散
花
を
と
む
る
火
玉
の
関
の
山

雲
お
り
登
る
道
ハ
ひ
と
筋

一
領
家
村
観
音
堂
、
寺
を
常
楽
寺
と
言
、
建
長
元
己

酉
釋
の
常
近ン

開
基
、
御
堂
五
間
四
面
、
宝
永
四
年
迄
四
百
五
拾
九
年
、

延
ハ
濃
州
の
産ウ
マ
レ

也
と
言
り
、
鰐ワ
ニ

口
有
、
銘
に
大
永
三
年
癸

未
二
月
十
五
日
と
侍
る
、
其
外
弥
陀
・
十
王
等
の
古
仏
有
、

永
禄
の
頃
迄
者
三
拾
貫
の
税
を
納
し
と
か
や
、
何
れ
の
時
か
没
収
せ
ら
れ
、
楽
つ
き
て
悲
み
来
る
世
の
習
ひ
と
侘
し

　
　

二
十
五
番

領
家

朝
日
さ
す
夕
日
か
ゝ
や
く
領
家
寺

大
悲
の
光
り
有
明
の
月

一
冨
岡
邑
日
耀
山
福
生
寺
十
一
面
観
音
座
像
の
大
仏
、
御
長
七
尺
三
寸
無
比
の
権
作
也
、
御
堂
五
間
四
面
、
頂テ
ウ

上
仏
者
美

濃
の
谷
汲
よ
り
来
顕
し
給
ふ
と
な
り
、
か
ゝ
る
御
仏
に
値チ

遇ク

の
縁
を
結
ひ
ま
い
ら
す
事
も
思
へ
は
、
い
と
有
難
き
事
に

な
ん
侍
る
、
し
か
し
均ヒ
ト
シし
か
ら
ぬ
人
心
に
し
あ
れ
ハ
、
目モ
ク

礼
計
し
て
過
ぬ
る
も
侍
る
な
ん
、
は
か
〳
〵
敷
住
僧
も
な

く
、
少
も
増
れ
る
寺
あ
れ
ハ
春
秋
に
移
替
、
古
歴
の
縁
記
宝
庫
の
什
物
も
う
せ
は
ん
へ
る
と
な
ん
、
い
た
ま
し
き
事
な

り
と
度
々
う
ち
う
な
つ
き
里
々
を
過
行
程
に
、
高
橋
を
渡
り
て
向
ふ
に
舟
岡
と
な
ん
申
を
聞
て

　
　

余
花
白
し
舟
岡
山
の
八
合カ

ウ

帆ホ

此
所
尾
岐
一
郷
の
鎮
守
稲
荷
明
神
の
社
地
に
て
侍
る
、
さ
れ
ハ
使
令
の
白
狐
尾
の
二
岐
に
侍
れ
ハ
所
の
名
に
せ
る
と
な

り
、
並
て
牛
伏
山
仁
王
教
寺
に
謂（

詣
）ぬ
、
大
同
年
中
徳
一
大
師
の
草
創
、
自
瑠
璃
光
如
来
・
十
二
神
将
を
彫テ
ツ

刻コ
ク

し
て
安
置

し
給
ふ
、
無
二
の
霊
場
な
り
、
寺
の
前
を
牛
か
原
と
言
、
い
わ
れ
有
り
石
有
り
、
是
よ
り
名
に
お
ふ
大
岩
か
嶽
、
杖
に

高
倉

御
詠
歌

関
山

二
十
四
番
札
所

鳳
来
寺

関
山

御
詠
歌

領
家

二
十
五
番
札
所

領
家

御
詠
歌

富
岡

二
十
六
番
札
所

仁
王
寺

関
山
：
会
津
美
里
町

慶
長
十
六
辛
亥
：
一
六
一
一
年

領
家
村
：
会
津
美
里
町

建
長
元
己
酉
：
一
二
四
九
年

大
永
三
年
癸
未
：
一
五
二
三
年

②
③
本
：
い
と

富
岡
邑
：
会
津
美
里
町
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把ス
カ

り
て
同
行
の
手
を
取
、
腰
を
押
へ
互
に
扶タ
ス
ケ

助
ら
れ
て
一
ト
歩
に
息イ
コ

ひ
憩イ
コ

ひ
て
ハ
行
、
漸
坂
の
半
に
至
り
ぬ
、
さ
れ

は
近
き
比
及
も
四
十
余
り
の
我
友
お
も
わ
す
も
死
出
の
枝シ

折ヲ
リ

に
分
ケ
入
ら
れ
し
そ
か
し
、
財
宝
も
よ
し
な
し
と
妻
子
と

て
も
随
わ
す
、
黄
泉
中
有
の
旅
の
空
、
唯
独
り
越
ら
ん
と
思
へ
は
哀
さ
い
わ
ん
方
な
し
、
皆
我
々
ハ
六
十
に
余
り
古
稀キ

の
齢ヨ
ハ
イあ
り
て
、
し
か
も
偕カ
イ

老
夫
婦
伴
ひ
、
今
此
坂
を
越
侍
る
事
の
幸
哉
、
只
哀
な
り
け
り
と
今
日
の
無
事
を
喜
ヨ
ロ
コ
ヒひ
居
さ

せ
給
へ
、
登
れ
や
登
れ
と
御
手
洗
の
元
に
着
ぬ

　
　

二
十
六
番

留（
富
）岡

朝
ほ
ら
け
に
き
ほ
ふ
里
に
立
け
ふ
り

誠
の
人
を
と
む
る
と
み
お
か

一
大
岩
秘
仏
の
観
音
錫シ
ヤ
ク

杖
山
法
林
寺
と
言
、
御
堂
三
間
四
面
南
向
、
往
昔
よ
り
仏
体
を
秘
し
て
別
堂
に
住
す
る
僧
た
に

も
拝
す
る
事
な
し
と
言
へ
り
、
今
ハ
住
持
の
院
宇
さ
へ
絶
て
只
御
堂
の
み
な
り
、
帰
る
さ
は
膝ヒ
サ

頭カ
シ
ラか
く
つ
き
、
漸
七
坂

を
下
り
小
山
に
休
ひ
仁
王
村
に
宿
る
、
明
れ
ハ
廿
三
日
旅
鄽テ
ン

を
立
、
樋ト
イ

の
口
ゟ
松
ノ
岸
村
へ
懸
り
手
児
明
神
ゑ
社
参
し

奉
る
、
抑
此
御
神
ハ
明
神
ケ
嶽
に
鎮
座
御
座
候
を
此
地
へ
く
わ
ん
ち
や
う
し
奉
る
と
也
、
欽ン

明
の
朝
に
伊
佐
須
美
の
神

ハ
伊
弉サ

冉ナ
キ

に
て
ま
し
〳
〵
、
手
児
者
素ソ
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト

□
烏
尊
に
て
見
ま
そ
か
る
よ
し
記
録
に
侍
る
、
是
ゟ
永
井
野
村

　
　

二
十
七
番

大
岩

ち
か
く
見
て
遥
る
〳
〵
登
る
大
岩
山

池
に
影
さ
す
く
ら
か
け
の
松

一
高
田
天
王
教
寺
観
音
薩
埵
ハ
御
堂
三
間
四
面
南
向
、
前
に
丸
清
水
有
、
三
拾
三
年
に
一
度
開
帳
し
て
諸
人
に
拝
れ
給

ふ
、
依
て
仏
龕
の
秘
封
を
輙
タ
ヤ
ス
ク

解ト
ク

事
な
し
、
名
に
お
ふ
奥
の
細
道
轟ト
ヽ
ロ
キの
橋
打
渡
り
、
伊
佐
須
美
の
神
社
に
参
り
て
拝
み

ぬ
、
さ
れ
は
此
御
神
ハ
延
喜
式
に
載
所
奥
州
二
之
宮
と
な
ん
申
侍
る
、
欽
明
天
皇
壬
申
年
高
田
村
の
坤ゴ
ン

隅グ
ウ

明
神
か
嶽
よ

り
勧
請
下
し
奉
る
と
な
り
、
神
主
三
拾
六
人
、
三
百
貫
の
社
領
高
田
・
長
尾
の
両
村
ゟ
是
を
納
し
と
か
や
、
村
の
法
憧

寺
の
住
智
鏡
上
人
上
落（
洛
）し
て
旧
例
を
達
し
天
聴
、
天
文
二
十
年
十
二
月
十
四
日
再
正
一
位
伊
佐
須
美
大
明
神
の
勧
額
を

賜
、
筆
者
中
山
大
納
言
い
と
や
ん
こ
と
な
き
神
社
に
て
い
ま
そ
か
り
け
る
、
並
て
文
殊
堂
有
り
、
華ク

ハ

鯨ケ
イ

の
銘
に
伊
佐
須

美
大
明
神
御
本
地
文
殊
堂
の
鐘
大
檀
那
平
盛
高
本
願
別
堂
円
須シ

ユ

法
印
同
智
鏡
上
人
檀
越
渋
河
源
左
衛
門
永
正
十
四
丁
丑

四
月
十
九
日
侍
る
略
、
宝
永
四
迄
二
百
七
年
也
、
仁
王
門
の
前
に
智
鏡
の
霊
塔
有
、
三
拾
年
計
近サ
イ
ツ
コ
ロ曽
宝
塔
の
四
柱
残

富
岡

御
詠
歌

大
岩

二
十
七
番
札
所

仁
王
村
泊

○
四
月
二
十
三
日

手
児
明
神
社

大
岩

御
詠
歌

高
田

二
十
八
番
札
所

伊
佐
須
美
神
社

大
岩
：
会
津
美
里
町

高
田
：
会
津
美
里
町

天
文
二
十
年
：
一
五
五
一
年

永
正
十
四
丁
丑
：
一
五
一
七
年



−3�−

ձ௡ࡾेࡾॴॱྱه

り
て
有
し
か
、
惜
哉
、
跡
形
た
に
な
し
、
是
よ
り
雀
林
へ
順
路
な
り

　
　

二
十
八
番

高
田

昔
よ
り
立
と
も
知
ら
ぬ
天
王
寺

奥
の
細
道
と
ゝ
ろ
き
の
橋

一
雷
電
山
法
用
教
寺
御
堂
五
間
四
面
、
十
一
面
観
音
菩
薩
者
御
長
ケ
三
尺
有
、
人
皇
四
十
五
伐（
代
）聖
武
皇
帝
養
老
四
年
庚

申

徳
道
上
人
草
創
、
綸
言
依
て
稽ケ
イ

文フ
ン

会エ

・
稽ケ
イ

首シ
ユ

勲ク
ン

尊
像
を
彫
刻
す
、
供
養
之
導
師
菩
提
僧
正
、
開
眼
之
導
師
行
基
菩
薩

也
、
大
同
年
中
徳
溢
是
を
再
興
、
本
堂
に
御
影
有
、
三
拾
三
身
の
像
、
是
ハ
運
慶
か
作
所
也
、
開
基
ゟ
宝
永
四
迄
九
百

八
拾
八
年
縁
記
一
軸
に
詳
也
、
御
堂
の
前
に
桜
有
り
、
縁
影
茂
り
て
幾
年
月
を
か
経
ぬ
ら
ん
、
老
木
の
春
毎
に
折
ヲ
忘

れ
す
、
咲
花
の
色
香
も
美
な
り
、
昔
い
か
成
人
の
虎
の
尾
と
名
付
た
る
は
、
名
に
お
ふ
一
木
の
誉ホ
マ
レな
ら
す
す
（
マ
ヽ
）や
、
時
な

ら
ね
と
も

　
　

虎
の
尾
の
影
に
足
引
桜
哉

林
の
中
ゟ
北
へ
出
て
山
際
を
通
、
堤
を
左
に
し
て
中
田
村
に
着

　
　

二
十
九
番

法
用
寺

参
り
来
て
西
を
は
る
か
に
詠
れ
ハ

雨
露
し
け
き
古
か
た
の
沼

一
根
岸
中
田
金
銅
の
観
音
菩
薩
御
長
ケ
六
尺
弐
分
、
同
不
動
・
地
蔵
の
両
尊
、
御
堂
五
間
四
面
東
向
也
、
文
永
十
一
甲

戌

年
八
月
八
日
開
帳
、
宝
永
四
迄
四
百
三
拾
三
年
、
昔
佐
布
川
村
の
長
者
常
後
と
言
者
、
寵テ
ウ

愛ア
イ

の
一
女
に
別
れ
追
福
の
た

め
造
営
せ
し
と
也
、
御
堂
の
荘シ
ヤ
ウ
コ
ン厳も
い
み
し
く
七
堂
に
及
と
言
り
、
末
代
再
興
の
領
に
あ
て
井
田
百
□
畝
并
山
林
を
寄

せ
し
と
な
り
、
常

ツ
ネ

後
一
子
を
失
ひ
此
事
発
記
し
侍
る
に
、
思
へ
ハ
悪
と
言
も
善
な
り
、
逆
縁
も
菩
提
の
善
縁
な
ら
す
や
、

開
基
よ
り
五
年
後
、
弘
安
二
年
己
卯
寺
を
建
て
普
門
山
弘
安
寺
と
名
付
け
る
と
な
ん
、
寺
の
縁
記
に
詳
也
、
近
年
御
堂

破ハ

壊エ

に
及
し
を
現
住
再
興
、
境
内
の
寄キ

麗レ
イ

一
点テ
ン

の
塵チ
リ

な
く
目
を
拭
兼
た
り
、
花
実
か
ね
備
へ
て
い
と
頼
し
き
住
侶リ
ヨ

に
て

侍
る
、
是
よ
り
田
沢
越
に
柳
津
へ
参
り
て
塔
寺
へ
出
侍
ら
ん
と
謂
け
れ
と
も
皆
草
臥
足
な
れ
ハ
、
又
こ
そ
参
ら
め
と
て

村
へ
出
れ
ハ
、
日
も
斜
に
て
西
の
山
端
よ
り
腰
も
と
へ
さ
し
入
け
れ
ハ
、
頼
む
誓
の
阿
弥
陀
笠
を
被カ

フ

り
、
漸
下
荒
井
に

行
泊
り
ぬ

高
田

御
詠
歌

雀
林

二
十
九
番
札
所

雀
林

御
詠
歌

中
田

三
十
番
札
所

下
荒
井
村
泊

雀
林
：
会
津
美
里
町

養
老
四
年
庚
申
：
七
二
〇
年

中
田
村
：
会
津
美
里
町

文
永
十
一
甲
戌
年
：
一
二
七
四
年

②
③
本
：
開
眼

弘
安
二
年
己
卯
：
一
二
七
九
年

下
荒
井
：
会
津
若
松
市
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三
十
番

中
田

廻メ
ク

り
来
て
四
方
の
千
里
を
詠
れ
ハ

是
そ
会
津
の
中
田
な
る
ら
ん

一
下
荒
井
蓮
華
寺
観
音
御
堂
東
向
、
脇
立
千
体
仏
御
立
、
昔
者
別
閣
に
立
せ
給
ふ
を
、
何
れ
の
時
今
の
院
移
し
奉
る
に

や
、
御
堂
の
遺
趾
今
猶
存
す
、
北
に
三
鈷
の
松
有
、
康カ

ウ

暦レ
キ

元
年
己

未
密
宗
仁
範ハ
ン

、
葦
名
若
狭
守
直
盛
公
に
随
ひ
鎌
倉
雪

の
下
ゟ
廿
九
年
、
飯
豊
山
仙
達
の
事
天
文
八
己

亥
八
月
先
例
に
依
て
大
守
盛
舜ハ
ル

公
よ
り
賜
タ
マ
ハ
ルと
伝
記
に
見
へ
た
り
、
明
れ

は
廿
四
日

　
　

十
四
番

下
荒
井

高タ
カ

野
山
よ
そ
に
嵐
の
下
荒
井

三
鈷
の
松
に
法
の
朝
風

一
舘
邑
観
音
堂
古
舘
院
福
聚
山
観
音
密
寺
真
言
宗
、
天
正
三
乙

亥
圓
智
再
興
、
御
長
壱
尺
余
座
像
也
、
三
拾
三
所
の
其
一

な
り
と
記
録
出
た
り
、
此
村
古
舘
の
跡
な
り
、
昔
い
か
成
る
人
の
住
侍
る
や
ら
ん
、
里
俗
も
名
さ
へ
不
知
、
誠
に
生
住

異
滅
の
移
り
行
消
息
い
と
詫ワ
ヒ

し
け
り

　
　

十
三
番

舘
邑

は
る
〳
〵
と
参
り
て
拝
む
よ
し
み
寺

仏
の
ち
か
ひ
あ
ら
た
成
ら
ん

一
田
村
山
観
音
堂
三
間
四
面
、
別
当
法
田
寺
院
を
養
泉
と
言
、
誰
か
謂
し
春
法
の
種
を
植
す
し
て
秋
の
果
を
得
る
事
な
し

と
い
へ
る
、
思
ひ
出
て

　
　

蒔
種
や
御
法
て
積
る
田
村
山

行
て
北
に
一
村
の
森
に
八
幡
の
宮
有
、
社
地
広
々
と
し
て
木
立
物
ふ
り
た
り
、
昔
葦
名
氏
の
倍バ
イ

臣
平
田
式
部
塚
原
を
領

せ
し
時
、
此
御
神
を
崇ア

カ
メけ
る
な
ん
、
今
も
村
の
満
蔵
寺
の
社
僧
に
て
所
の
鎮
守
に
て
ま
し
ま
す
と
か
や
、
式
部
か
舘
跡

今
猶
存
す

　
　

十
二
番

田
村
山

千
早
振
神
や
誠
に
住
吉
の

か
さ
ね
〳
〵
の
森
の
し
め
縄

一
塚
原
邑
馬
頭
観
音
御
長
ケ
壱
尺
八
寸
、
行
基
菩
薩
の
妙
力
な
り
と
い
へ
り
、
日
光
山
末
寺
也
、
瀧
古
山
満
蔵
寺
相
応
比

丘
の
開
基
、
古
の
霊
場
也
と
言
、
是
ゟ
細
工
名
村
へ
掛
り
大
道
へ
出
、
坂
下
村
に
知
る
人
有
て
暫
つ
か
れ
を
休
め
て
塔

寺
に
宿
る

中
田

御
詠
歌

下
荒
井

十
四
番
札
所

○
四
月
二
十
四
日

下
荒
井

御
詠
歌

舘

十
三
番
札
所

舘

御
詠
歌

田
村
山

十
二
番
札
所

田
村
山

御
詠
歌

塚
原

十
一
番
札
所

塔
寺
泊

康カ
ウ

暦レ
キ

元
年
己
未
：
一
三
七
九
年

②
③
本
：
下
ゟ
来
り
此
寺
草
創
、

宝
永
四
迄
三
百
二
拾
九
年

天
文
八
己
亥
：
一
五
三
九
年

舘
邑
：
会
津
若
松
市

天
正
三
乙
亥
：
一
五
七
五
年

田
村
山
：
会
津
若
松
市

塚（
束
）原
邑
：
会
津
坂
下
町

塔
寺
：
会
津
坂
下
町
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十
一
番

塚
原

昔
よ
り
た
か
立
そ
め
し
古
し
き
の

久
し
か
る
へ
き
塚
の
は
ら
か
な

一
塔
寺
千
手
千
眼
御
長
ケ
弐
丈
八
尺
、
二
十
八
部
衆
各
六
尺
七
寸
、
金
塔
山
恵
隆
寺
ト
称
す
、
大
同
年
中
弘
法
大
師
彫
刻

し
給
ふ
、
御
堂
五
間
四
面
、
執
金
剛
神
ハ
仏
工
運
慶
か
造
所
な
り
、
同
作
の
金
剛
力
士
当
国
に
三
所
有
、
所
謂
第
一
野

沢
如
法
寺
、
第
二
塔
寺
、
第
三
高
田
文
殊
の
仁
王
是
な
り
、
伝
聞
、
和
州
初
瀬
の
観
音
者
弐
丈
六
尺
ま
し
ま
す
と
か

や
、
今
此
尊
像
者
弐
尺
高
し
、
凡
扶フ
サ
ウ桑
第
一
た
る
へ
し
、
委
ハ
縁
記（
起
）に
見
へ
た
り
、
誠
に
大
念
見
大
仏
と
同
蔵
と
や
ら

ん
に
説
せ
給
ふ
と
か
や
、
明
れ
は
廿
五
日
八
幡
の
宮
へ
社
参
し
奉
る
、
抑
此
御
社
者

後
冷
泉
院
の
御
宇
天
喜
三
年

乙
未
伊
予
守
頼
義
公
霊
夢
に
依
て
勧
請
、
同
五
年
丁

酉
六
月
三
日
同
義
家
公
修
造
と
言
り
、
安
倍
氏
退
治
の
時
な
り
、

源
君
の
兜カ
フ
トの
錣
シ
コ
ロ

遺
記
の
一
軸
今
猶
在
、
天
喜
三
よ
り
宝
永
四
迄
六
百
五
拾
弐
年
、
委
ハ
伝
記
に
見
へ
た
り

　
　

三
十
一
番

塔
寺

は
る
〳
〵
と
参
て
拝
む
ゑ
い
り
う
寺

い
つ
も
た
ゑ
せ
ぬ
ま
つ
風
の
音

一
御
池
村
観
音
奇キ

瑞ヅ
イ

有
て
池
中
よ
り
出
現
し
給
ふ
と
な
り
、
村
の
白
雲
山
清
寧
寺
ゑ
移
し
奉
り
、
其
後
御
堂
を
建
、
安
置

せ
り
、
今
者
羽
黒
山
西
光
禅
寺
と
改
、
縁
記（
起
）一
巻
に
委
有
、
正
観
音
御
長
五
寸
程
有

　
　

濁
り
に
も
し
ま
ぬ
御
池
の
蓮
か
な

西
に
出
れ
ハ
谷
地
村
也
、
森
の
中
に
四
拾
八
ヶ
所
権
現
の
社
有
、
元
暦
元
甲
辰
正
月
佐
々
木
四
郎
高
綱
宇
治
川
を
渡
し

け
る
駿
馬
生イ
ケ

月
、
此
所
よ
り
生
レ
出
け
る
と
な
り
、
釜
か
渕
・
親
沼
今
猶
有
、
く
わ
し
く
ハ
記
録
に
出
た
り

　
　

三
十
三
番

御
池

廻メ
ク

り
来
て
め
く
み
も
深
き
御
池
寺

池
の
蓮
も
我
を
ま
つ
ら
ん

一
青
木
村
示
現
山
聖
徳
寺
観
音
御
長
弐
尺
余
有
、
御
堂
三
間
四
面
南
向
、
慶
長
十
六
辛
亥
八
月
廿
一
日
の
大
地
震
に
御
堂

崩
れ
、
仮
に
尊
像
を
青
津
村
の
亀
甲
舘
へ
移
し
奉
る
に
、
い
つ
と
な
く
今
は
青
津
の
観
音
と
成
給
ふ
、
元
寺
者
あ
ら
た

に
観
音
を
安
置
し
、
毎
年
三
月
十
七
日
旧
例
の
会
式
九
百
余
年
に
及
ふ
と
言
り
、
緑
樹
陰
深
ふ
し
て
夏
な
か
ら
名メ

イ

禽キ
ン

梢

に
囀サ

ヘ
ツり
、
い
と
心
の
涼
し
け
れ
は

　
　

花
も
見
す
今
は
青
木
の
下
涼
み

塚
原

御
詠
歌

塔
寺

三
十
一
番
札
所

○
四
月
二
十
五
日

八
幡
神
社

塔
寺

御
詠
歌

御
池

三
十
三
番
札
所

御
池

御
詠
歌

青
木

三
十
二
番
札
所

天
喜
三
年
乙
未
：
一
〇
五
五
年

同
五
年
丁
酉
：
一
〇
五
七
年

御
池
村
：
会
津
坂
下
町

元
暦
元
甲
辰
：
一
一
八
四
年

青
木
村
：
会
津
坂
下
町

慶
長
十
六
辛
亥
：
一
六
一
一
年

②
③
本
：
聖
徳
寺
に
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当
寺
中
興
岌キ

ウ

州シ
ウ

和
尚
の
事
現
住
へ
尋
侍
り
し
に
、
州
者
当
所
の
産
に
し
て
生
江
山
城
か
氏
族
也
、
前
の
住
岌
円
に
従
て

薙テ
イ

髪ハ
ツ

し
中
比
新
善
光
寺
に
暫
住
す
、
和
漢カ
ン

の
才
に
達
し
碩
学
の
誉
有
て
、
人
皇
百
七
代
王（
正
）親
町
の
朝
洛
陽
百
万
遍
知
恩

寺
に
住
し
給
ふ
時
、
州
を
禁
闕
に
召
れ
説ツ

法ヲ

を
せ
さ
し
め
給
ふ
時
、
勅
問
に
依
て
葦
名
氏
の
族
な
る
よ
し
奏
せ
ら
る
、

其
恩
を
ほ
ふ
せ
ん
と
し
て
永
禄
元
戊

午
年
当
国
に
下
り
、
大
守
盛
氏
公
へ
叙チ
ヨ

爵シ
ヤ
クの
綸
旨
を
携タ
ツ
サへ
来
れ
り
、
其
比
都ト

鄙ヒ

阻

隔
に
し
て
芦
名
氏
無
位
也
、
大
守
甚
喜
悦
し
給
ひ
州
を
し
て
崇ソ
ウ
キ
ヤ
ウ敬し
て
こ
と
な
り
、
角
て
当
山
を
中
興
し
、
唐
の
因イ
ン

阤タ

羅ラ

の
筆
十
六
善
神
罷
綱
彩
色
の
絵
、
獏ハ
ク

の
香
炉
当
寺
に
寄キ

附フ

せ
ら
る
、
是
者
禁キ
ン

裏リ

法
談
の
時
玉
座
よ
り
賜タ
モ

ふ
と
也
、
い

と
や
ん
こ
と
な
き
重
宝
に
て
侍
る
、
其
外
什
物
亡モ
ウ

挙キ
ヨ

に
い
と
ま
あ
ら
す
、
且
又
州
盛
氏
公
へ
告
て
神
刺（
指
）村
来
迎
院
法
然

の
雕
像
并
戸
張
二
巻
高
岩
寺
へ
伝
移
し
今
猶
有
、
昔
藤
原
秀ヒ
テ

衡ヒ
ラ

法
然
上
人
に
深
く
帰
依
し
、
夷
洛
の
隔
た
る
事
を
患ウ
レ
イて

肖シ
ヤ
ウ
ソ
ウ
像
を
刻キ
サ

ま
し
め
、
荷
負
し
て
当
国
に
下
り
、
神
刺（
指
）村
に
至
て
甚
重ヲ
マ
ク

運
転
人
力
に
難
叶
、
奇
瑞
を
感ン

し
て
一
宇
を
伝

し
御
影
を
安
置
し
、
戸
張
を
か
け
来
迎
院
と
号
し
、
今
も
其
渡
り
応
湖
川
の
辺
法
然
原
と
言
、
州
洛
に
帰
り
て
後
六
十

六
歳
に
て
入
寂ジ
ヤ
ク、
角
長
物
語
に
日
も
闌タ
ケ

い
さ
ゝ
せ
給
へ
と
玉
鉾ホ
コ

を
た
と
り
ぬ
、
何
々
善
ハ
積
に
い
と
わ
ず
と
か
や
、
青

津
の
観
音
へ
も
程
近
し
拝
み
て
ん
と
て
詣
ぬ
、
是
則
青
津
村
の
観
音
に
て
ま
し
ま
す
、
是
ゟ
又
青
木
渡
に
棹
さ
し
漕
出

る
に
山
崎
も
程
近
シ
、
誠
や
去
ル
十
月
十
三
の
日
山
崩
れ
て
大
川
を
埋
み
下
流
一
滴テ
キ

も
な
く
、
涸
魚
は
陸ヲ
カ

に
浮
水
を
く

ひ
、
河
伯
ハ
山
に
求ア
カ
ル食
と
か
言
し
か
、
何
れ
の
程
そ
と
尋
侍
り
し
に
、
山
の
峡ガ
イ

の
み
多
く
し
て
、
こ
な
た
よ
り
は
見
へ

す
な
り
と
船
頭
う
め
く
う
ち
に
岸
の
額
に
着
ぬ
、
根
を
は
な
れ
ぬ
草
を
と
り
〳
〵
に
あ
か
り
て
大
沢
村
を
過
、
是
そ
巡

拝
の
第
一
大
木
に
着

　
　

三
十
二
番

青
木

春
は
花
夏
ハ
青
木
に
し
け
り
つ
ゝ

秋
ハ
紅
葉
に
そ
む
る
露
霜

一
大
木
村
観
音
菩
薩
聖
観
音
也
、
御
長
壱
尺
弐
寸
徳
一
大
師
御
作
座
像
、
紅
梅
山
常
安
教
寺
安
置
し
給
ふ
、
伝
ニ
曰
徳
一

大
師
開
基
の
地
な
り
と
言
、
真
言
宗
に
て
弥
勒
寺
の
末
寺
、
御
堂
の
粧
厳
も
い
み
し
く
別
閣
に
し
て
拝
れ
さ
せ
給
ふ
と

也
、
天
正
年
中
伊
達
氏
当
国
を
乱
せ
し
時
、
兵
火
に
罹カ
ヽ

り
什
宝
伝
記
焼
失
せ
け
る
と
な
ん
、
御
堂
の
跡
今
猶
存
、
当ト
ウ

塚ツ
カ

岌
州
和
尚

青
津
観
音

青
木

御
詠
歌

大
木

一
番
札
所

永
禄
元
戊
午
年
：
一
五
五
八
年

青
津
：
会
津
坂
下
町

大
木
：
喜
多
方
市

弥
勒
寺
：
会
津
若
松
市
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と
言
、
又
鶴
塚
と
言
有
、
い
か
成
故
有
り
て
か
、
当
国
巡
拝
の
第
一
に
拝
れ
給
ふ
物
を
、
委
く
其
始
を
し
ら
す
か
し

　
　

日
を
重
ね
廻
り
大
木
の
里
に
来
て

む
か
し
を
問
へ
は
松
風
そ
ふ
く

濁ニ
コ
リ

川
の
浅
き
に
便
り
を
得
て
新
宮
へ
社
参
し
侍
る
、
此
三
社
の
御
事
ハ
言
語
に
絶
し
筆
舌
に
覃
難
し
、
今
流
布
の
縁

記（
起
）に
も
書
洩
し
た
る
事
多
し
と
さ
る
人
の
申
き
、
住
持
者
釈
有
り
て
知
る
人
に
し
あ
れ
ハ
酒
茶
の
饗モ
テ
ナ
シ応
深
く
切
に
し

て
、
今
宵
者
こ
な
た
に
明
し
、
旅
の
疲
を
な
を
し
て
は
な
せ
と
ひ
ら
に
と
と
め
ら
れ
け
れ
と
も
、
一
連
の
中
に
道
の
程

い
そ
か
し
け
な
る
人
有
て
、
蓑ミ
ノ

笠
を
よ
ほ
ろ
擔ニ
ナ

わ
せ
、
あ
わ
た
ゝ
し
け
れ
ハ
、
又
こ
そ
参
ら
め
と
立
別
れ
侍
る
、
住
持

も
酔
の
ま
き
れ
文
殊
堂
の
御
前
迄
見
送
り
、
下ヤ
ツ
カ
レ官
も
梢
の
隠
る
ゝ
迄
ハ
顧
カ
エ
リ

見
か
ち
に
、
夫
ゟ
松
野
へ
趣（
赴
）き
、
行
々
て

左
の
山
際
に
並
木
の
奥
物
深
く
慶
徳
の
鎮
守
に
て
稲
荷
の
社
有
、
是
者
源
翁
和
尚
慶
徳
寺
に
住
し
給
ふ
時
、
応
永
三

丙
子
年
の
春
夜
三
更
に
至
る
の
此
及
一
女
面
前
現
す
、
是
何
人
そ
と
問
ひ
給
し
に
那
須
野
に
済
度
を
受
し
者
に
て
侍
る
、

恩
を
謝
せ
ん
か
た
め
爰
に
来
り
ぬ
、
今
よ
り
擁ワ
ウ
コ護
の
神
と
な
ら
ん
と
、
頓
に
白
狐
と
な
り
て
尾
を
巻
蹲ソ
ン

踞キ
ヨ

シ
、
暫
時
有

て
当
山
に
走
れ
り
、
故
に
巻
尾
山
稲
荷
寺
と
当
峯
の
名
と
す
と
記
録
に
出
た
り

　
　

一
番

大
木
村

万
代
の
願
ひ
大
木
の
観
世
音

あ
の
世
と
共
に
た
す
け
給
へ
や

一
松
野
千
手
観
音
御
長
壱
尺
七
八
寸
程
、
東
向
堂
、
天
平
元
年
己
巳
行
基
菩
薩
此
所
に
至
り
一
夏
の
間
弥
陀
・
観
音
・
地

蔵
の
三
像
を
彫
刻
し
、
一
宇
を
営
み
慈
福
山
千
光
寺
と
号
す
、
北
の
三
森
山
に
西
蓮
寺
と
い
へ
る
一
院
を
立
、
奥
の
院

と
し
僧
房
三
百
六
拾
宇
魏ギ

々ヽ
と
し
て
毎
年
四
月
十
七
日
大
会
の
式
を
定
、
十
二
の
児
の
舞
有
り
し
と
か
や
、
今
児
塚
と

言
有
、
天
平
元
年
よ
り
宝
永
四
迄
九
百
七
拾
九
年
星
霜
打
積
り
て
、
微ミ

妙
の
粧
厳
も
い
つ
と
な
く
朽
果
、
堂
舎
僧
房
一

宇
も
な
く
纔
に
観
音
の
金
殿
に
の
こ
り
け
る
に
、
十
と
せ
計
さ
ひ
つ
こ
ろ
回
禄
の
災
に
罹カ
ヽ

り
仏
像
経
く
わ
ん
遺
記
の
什

物
焦セ

ウ

と
な
り
侍
る
、
先サ
イ

つ
年
今
同
行
の
長
谷
川
氏
、
同
門
葉
の
星
氏
巡
礼
し
て
此
所
に
至
り
、
か
れ
を
見
是
を
聞
、
心

を
痛
ま
し
め
新
た
に
千
手
大
士
の
立
像
を
荘
厳
し
草
堂
を
営
ミ
安
置
せ
り
、
寔
や
霊
山
会
場
も
今
者
鹿
の
臥
所
と
か
や

聞
伝
は
り
し
か
、
盛
者
必
衰
の
分ア
リ

野サ
マ

を
し
ら
し
め
ん
と
か
や
、
勢
イ
キ
ヲ
イ可
有
人
ハ
心
有
へ
き
事
也
と
打
語
り
て
松
野
に
伯（
泊
）

新
宮
三
社

慶
徳
稲
荷
社

大
木

御
詠
歌

松
野

二
番
札
所

松
野
泊

②
③
本
：
訳

応
永
三
丙
子
年
：
一
三
九
六
年

松
野
：
喜
多
方
市

天
平
元
年
己
巳
：
七
二
九
年
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り
ぬ
、
旅
店
の
主
成
者
、
年
の
比
六
十
余
少
し
心
有
き
は
に
見
へ
侍
り
し
か
、
出
て
語
り
け
る
は
、
寛
文
十
年
庚

戌
正

月
廿
七
日
里
人
三
森
山
ゟ
掘
出
た
る
石セ

キ

凾カ
ン

・
磬ケ
イ

・
特ト
ツ

枯コ

・
銅ト
ウ

筒コ

・
瓶カ

七
箇コ

・
刀
大
五
箇
・
小
廿
二
、
大
治
五
年
庚
戌
四

月
二
日
大
檀
那
平
孝
家
散ン

位
源
朝
臣
俊
邦
と
二
行
に
書
ケ
リ
略
、
村
の
長
官
府
へ
訴
出
し
を
向
井
氏
と
計
半ハ
ン

取
て
旧
事

雑
考
と
か
や
に
載
ら
れ
し
と
聞
伝
へ
侍
る
よ
し
言
、
同
行
の
長
谷
川
氏
被
申
し
は
如
此
の
物
土
中
に
埋
た
る
は
い
か
成

故
に
し
や
と
言
り
、
吉
川
氏
答
て
、
し
ら
つ
か
し
、
想
に
当
寺
繁
栄
の
時
寄
附
の
物
成
へ
し
、
石
凾カ
ン

に
入
た
る
は
火
矢

を
厭
ひ
て
の
事
な
る
へ
き
か
、
然
に
世
乱
れ
僧
俗
居
を
安
せ
す
、
賊
兵
の
難
を
恐
れ
て
埋
み
侍
り
し
に
や
、
其
後
猶
干カ
ン

戈
打
続
き
僧
侶
も
散
々
に
成
行
、
仏
閣
も
退
転
し
け
る
に
て
知
る
人
な
く
埋
み
し
侭
に
て
星
霜
を
経
し
成
へ
し
、
隠
顕

誠
に
時
有
哉
、
大
治
五
年
ゟ
寛
文
十
年
迄
五
百
四
拾
一
年
を
経
て
、
支シ

干カ
ン

同
し
き
に
堀
出
し
た
る
も
い
と
ふ
し
き
成
と

談
し
て
木
枕
に
夢
を
結
ふ
、
明
れ
は
廿
六
日
旅
宿
を
立
て
綾
金
村

　
　

二
番

松
野

朝
日
さ
す
夕
日
か
ゝ
や
く
大
山
寺

松
の
ゝ
里
に
は
る
ゝ
う
す
雲

一
綾
金
長
流
山
金
泉
禅
寺
観
音
堂
三
間
四
面
東
向
、
元
弘
元
年
辛

未
葦
名
遠
江
守
盛
宗
公
開
基
、
僧
房
二
十
四
宇
有
し
と

な
ん
伝
記
に
見
へ
た
り
、
創
ゟ
宝
永
四
迄
三
百
七
拾
七
年
な
り

　
　

三
番

綾
金
村

露
の
身
の
夢
ま
ほ
ろ
し
の
世
の
中
に

身
を
あ
や
か
ね
と
出
い
の
る
ら
ん

一
高
吉
村
千
手
観
音
御
長
弐
尺
程
有
、
吉
例
山
徳
性
寺
則
寺
に
御
建
候
、
伝
に
慈
覚
大
師
の
草
建
の
院
也
と
言
り
、
後
柏

原
の
文
亀
元
辛
酉
年
真
言
の
徒
盛
尊
中
興
す
と
記
録
に
出
た
り
、
宝
永
四
迄
二
百
七
年
、
い
つ
の
頃
に
や
当
宇
焼
失
し

け
る
に
、
奇
哉
、
仏
像
の
み
残
ら
せ
給
ふ
、
今
の
住
上
落（
洛
）し
て
再
興
し
て
け
る
と
な
り
、
折
節
時
鳥
の
お
と
つ
れ
け
れ

は

　
　

よ
し
や
よ
し
音
も
高
吉
の
郭
公

爰
を
せ
に
せ
よ
杉
の
ひ
と
村

是
ゟ
東
の
大
道
江
出
、
小
荒
井
を
過
、
村
松
ゟ
上
三
の
宮
叶
山
願
成
寺
は
後
堀
川
の
院
第
八
十
五
代
嘉
禄
三
丁
亥
年
隆リ
ウ

寛ク
ハ
ン

律リ
ツ

師シ

の
開
基
多
念
義
一
派
の
正
流
今
四
百
八
十
一
年
に
及
、
円
光
大
師
入
寂シ
ヤ
ク

十
五
年
後
也
、
洛
陽
東
山
長
楽
寺
ハ

三
森
山
掘
出
物

○
四
月
二
十
六
日

松
野

御
詠
歌

綾
金

三
番
札
所

綾
金

御
詠
歌

高
吉

四
番
札
所

願
成
寺

寛
文
十
年
庚
戌
：
一
六
七
〇
年

大
治
五
年
庚
戌
：
一
一
三
〇
年

旧
事
雑
考
：
向
井
吉
重
著
「
会
津

旧
事
雑
考
」

綾
金
村
：
喜
多
方
市

元
弘
元
年
辛
未
：
一
三
三
一
年

②
③
本
：
草
創

高
吉
村
：
喜
多
方
市

文
亀
元
辛
酉
年
：
一
五
〇
一
年

②
本
：
松
村

③
本
：
松
野
村

嘉
禄
三
丁

亥
年
：
一
二
二
七
年



−43−

ձ௡ࡾेࡾॴॱྱه

律
師
寓グ
ウ

居キ
ヨ

の
院
な
り
と
云
り
、
中
興
木
食
行
誉
、
寛
文
年
中
北
の
山
際
よ
り
寺
を
此
地
に
移
し
、
仏
像
伽
藍
を
建
立
シ

結
衆
し
て
不
断
念
仏
修
し
、
自
松
杉
を
実
植
し
今
幾
千
株チ
ウ

と
言
数
を
し
ら
す
、
大
守

正
之
公
御
聴
に
達
し
白
銀
を
賜

ひ
、
後
に
新
に
若ソ
ク

干
石
を
寄
附
し
給
ふ
、
鐘
の
銘
に
委
し
、
先
ツ
年
建
福
寺
の
住
侶
黙
水
和
尚
三
の
宮
に
て

　
　

蓮
社
結
ヒ
来
テ
経
タ
リ
幾
歳
ヲ
カ

廬
山
恵
遠
去
テ
還
タ
生

　
　

吟
身
倚
杖
ニ
閑
ニ

欹
ソ
ハ
タ
ツ
レ
ハ

耳ミ
ミ
ヲ

澗
ン
水
松
風
念
仏
ノ
声

瑞
雲
山
興
徳
寺
四
十
一
世
葉
伝
和
尚
和

　
　

開
基
道
者
称
ス
行
誉
ト

木
食
草
衣
宗
ト
ス
往
生
ヲ

　
　

更
ニ
得
テ
偉イ

人
詩
筆
ノ
巧
タ
ク
ミ
ヲ

山
門
ノ
瓦グ
ハ

礫
ク
悉
金
声

是
よ
り
赤
坂
林
の
道
芝
潔イ
サ
キ
ヨく
ふ
り
た
る
二
葉
の
松
風
ハ
岸
打
波
の
音
か
と
疑
ウ
タ
カ
ワれ
、
気
色
い
と
お
か
し
か
り
、
又
三
十

三
の
室
の
観
音
有
り
、
里
人
に
行
連
尋
け
れ
は
、
昔
此
あ
た
り
何
の
長
者
と
か
言
て
と
め
る
人
有
け
る
に
、
年
老
た
る

二
親
も
て
り
、
西
国
の
巡
礼
を
願
け
れ
と
も
、
あ
ま
さ
か
る
鄙
の
こ
な
た
よ
り
遠
き
雲
井
の
あ
な
た
ま
て
は
な
ち
や
り

ま
い
ら
せ
ん
も
心
う
く
、
又
願
ひ
を
満
せ
ぬ
も
本
意
な
く
、
此
観
音
を
営イ
ト
ナみ
参
ら
し
め
、
老
の
願
ひ
を
果
し
け
る
と
な

ん
、
代
々
を
経
て
久
敷
事
に
や
、
性
名
は
伝
へ
侍
ら
す
と
申
、
誠
に
孝
心
と
言
、
功
徳
と
言
い
わ
ん
形
な
く
侍
る
、
同

行
も
一
室
こ
と
の
恭ク

敬
を
な
し
松
原
を
過
て
熱
塩
村
ニ
着

　
　

四
番

高
芦（

吉
）

か
き
わ
け
て
参
り
て
拝
む
高
芦
の

仏
の
光
り
道
そ
か
ゝ
や
く

一
熱
塩
千
手
観
音
菩
薩
御
長
ケ
壱
尺
七
寸
程
、
堂
南
向
、
御
影
堂
の
北
に
有
、
此
寺
往
昔
は
五
峯
山
慈
眼
寺
と
言
密
寺
也

け
る
と
な
ん
、
源
翁
和
尚
住
し
給
ひ
て
ゟ
山
を
護
法
と
言
、
寺
を
示
現
と
改
給
ふ
と
言
り
、
委
ハ
塔
の
銘
に
侍
る
、
応

永
七
年
庚
辰
正
月
七
日
和
尚
入
寂
し
給
ふ
、
今
年
迄
星
霜
三
百
八
年
御
影
堂
を
大
寂
院
と
号ナ
ツ
ク、
俗
曰
此
所
に
て
殺
生
を

を（
マ
ヽ
）謡
侍
れ
は
魑チ

魅ミ

必
妖
を
な
す
と
言
り
、
諷
所
の
垂ツ
ウ
ケ
ン示
の
話ハ
イ

な
れ
は
に
や
と
言
、
爰
に
温ヲ
ン

泉セ
ン

有
、
源
翁
和
尚
沐モ
ク

浴ヨ
ク

の

料
に
山
神ン

の
出
す
所
也
と
言
り
、
此
湯
に
逗
留
四
日
長
途
の
労
れ
を
は
ら
し
、
明
れ
は
廿
九
日
栗
生
沢
・
宇
津
野
山
路

三
十
三
室
観
音

高
吉

御
詠
歌

熱
塩

五
番
札
所

熱
塩
温
泉
泊

四
日
間
滞
在

○
四
月
二
十
九
日

②
③
本
：
赤
崎
林

熱
塩
村
：
喜
多
方
市

応
永
七
年
庚
辰
：
一
四
〇
〇
年
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過
、
入
田
付
村
よ
り
中
田
付
村
へ
出
、
龍
泉
寺
へ
立
寄
、
現
住
も
知
れ
る
人
に
し
あ
れ
は
暫
く
休
み
て
爰
か
し
こ
見
侍

る
に
、
住
侶
へ
尋
け
れ
ハ
、
是
者
天
正
拾
三
年
乙
酉
五
月
十
日
葦
名
の
倍ハ
イ

臣シ
ン

松
本
備
中
内
意
に
依
て
伊
達
の
部
将
原
田

左
馬
・
新
田
常
陸
三
千
余
騎
を
卒
し
入
田
付
越
よ
り
襲
ヲ
ソ
イ

来
テ
五
十
余
村
を
放
火
し
、
同
五
月
十
二
日
の
早
晨
に
龍
泉
寺

の
北
二
間
在
家
惣
社
の
原
に
陣
を
と
る
、
新
田
ハ
先
登
し
て
稲
田
村
白
山
の
社
の
前
に
扣
た
り
、
黒
川
の
諸
将
三
軍
に

分
て
、
一
軍
ハ
中
目
式
部
、
一
軍
ハ
慶
徳
善
五
郎
、
一
軍
ハ
佐
瀬
源
兵
衛
等
塩
川
小
荒
井
を
歴ヘ

て
寺
窪
に
陣
を
と
る
、

源
兵
衛
者
衆
を
卒
し
勝
を
経
て
稲
田
に
向
、
一
軍
ハ
熊
倉
を
経
三
方
ゟ
旗
を
す
ゝ
め
大
に
責
戦
け
る
に
、
左
馬
・
常
陸

か
勢
若ソ
ク

干ハ
ク

討
れ
引
退
く
後
に
其
首ク
ヒ

骸カ
イ

骨コ
ツ

を
埋
け
る
墳ソ
ン

墓ホ

今
塁
々
と
し
て
十
六
、
龍
泉
寺
の
林
の
中
ニ
有
、
同
五
月
十
二

日
伊
達
政
宗
者
衆
を
卒
し
桧
原
口
の
舘
に
さ
ゝ
へ
ら
れ
け
る
か
、
昨
日
中
田
付
の
敗ハ
イ

軍
ヲ
聞
、
術テ
タ
テを
失
ひ
徒
イ
タ
ツ
ラに
日
数
を

経
て
後
、
五（
後
）嶋
孫
兵
衛
ヲ
し
是
を
守
ら
せ
、
衆
を
師
て
長
井
に
還カ
ヘ

り
給
ふ
、
古
舘
今
猶
存
す
、
宝
永
四
迄
百
弐
拾
三
年

摺
上
一
戦
よ
り
三
年
前
な
り
と
、
長
物
語
に
日
も
闌
、
勝
村
へ
急
く

　
　

五
番

示
現
寺

後
の
世
を
た
す
け
給
へ
や
観
世
音

慈
悲
あ
つ
塩
へ
参
る
身
な
れ
は

一
上
勝
邑
観
音
菩
薩
立
像
四
尺
余
、
御
堂
六
間
四
面
二
重
の
た
る
き
・
丸
柱
・
組
物
等
古
代
の
造
作
に
し
て
珠
勝
也
、
永

禄
戊
午
年
大
守
盛モ
リ

興ヲ
キ

公
再
建
し
給
ふ
と
也
、
南
門
に
並
木
有
り
、
山
門
の
仁
王
ハ
朽
果
給
ひ
て
其
形カ
タ
チと
も
見
へ
す
、
御

堂
の
後
に
鐘
有
り
、
永
禄
七
年
甲
子
季
夏
日
大
檀
那
平
盛
興
并
隠
居
盛
氏
と
記
せ
り
略
、
寺
を
松ウ

嶋ウ

山
勝
福
寺
と
言
、

二タ

年セ

先
に
焼
失
し
て
仮
屋
也
、
伝
曰
、
昔
勝ス
ク
レの
前
と
言
へ
る
宮
女
松
嶋
や
雄ヲ

嶋
の
眺
望
を
し
た
ひ
、
は
る
〳
〵
此
地
に

来
り
て
重
き
病
に
臥フ
シ

身
ま
か
り
な
ん
と
し
け
る
に
、
我
願
ひ
の
み
た
ら
ぬ
事
を
嘆ナ
ケ

き
ぬ
、
里
俗
も
岩
木
な
ら
ね
ハ
い
た

わ
り
憐
て
松
嶋
の
致
景
を
模モ
ヨ
ウし
眺チ
ヤ
ウ
ボ
ウ望に
備
へ
ぬ
勝ス
ク

れ
歓
ひ
に
た
へ
す
日
を
給
て
身
ま
か
り
ぬ
、
其
後
中
将
の
何
某
と
か

や
言
人
尋
下
り
悲
洟
の
余
一
宇
を
建
、
此
観
音
を
造
立
し
婦
人
護
持
の
本
尊
を
心
内
に
納
め
紺
殿
を
立
安
置
し
給
ふ
、

今
の
御
堂
是
也
、
永
く
幽
魂
の
追
福
に
修
せ
ら
れ
し
と
也
、
其
わ
た
り
爰
か
し
こ
見
廻
り
侍
り
し
に
、
是
や
松
嶋
を
嶋

の
景
色
な
ら
ん
と
押
計
、
古
歌
に
、
漕コ

キ

く
る
ゝ
八
重
の
塩
路
を
ゆ
く
舟
の
名
残
お
し
ま
の
月
の
い
り
う
み
、
と
詠
し
け

龍
泉
寺

熱
塩

御
詠
歌

勝

六
番
札
所

勝
御
前
の
伝
承

②
③
本
：
見
侍
る
に
、
後
の
林
に

　
　
　
　

古
墳
多
く
見
え
侍
る

天
正
拾
三
年
乙
酉
：
一
五
八
五
年

②
③
本
：
住
持
の
長
物
語
に

勝
村
：
喜
多
方
市

永
禄
戊
午
年
：
永
禄
元
・
一
五
五

八
年

永
禄
七
年
甲
子
：
一
五
六
四
年



−4�−

ձ௡ࡾेࡾॴॱྱه

ん
、
昔
を
今
に
眺
侍
る
に
御
堂
の
西
に
勝
の
前
の
古
墳
有
り
、
印
に
一
木
の
杉
を
植
た
り
、
青
苔
露
深
ふ
し
て
裔
を
そ

ほ
つ
物
哀
也
、
千
歳
ふ
る
松
も
薪
に
摧ク
タ

か
れ
、
塚
は
耨ヌ
カ

れ
て
田
と
な
る
と
か
や
言
し
か
、
前
後
よ
り
耕タ
カ
ヤし
狭セ
バ

め
け
れ
は

頓
而
跡
形
も
な
く
成
行
な
ん
と
い
と
悲
敷
覚
侍
る
、
折
か
ら
杜ホ
ト
ヽ
キ
ス鵤の
お
と
つ
れ
け
れ
は
、
御
堂
の
柱
に
矢
立
の
切
れ
筆

に
て

　
　

時
鳥
声
も
す
く
れ
の
里
に
来
て

あ
わ
れ
昔
の
音
を
の
み
そ
鳴

　
　

六
番

勝
村

日
わ
て
る
と
山
の
氷
ハ
よ
も
と
け
し

里
に
し
く
れ
の
あ
ら
ん
か
き
り
ハ

一
熊
倉
村
紫
雲
山
光
明
寺
観
音
堂
、
昔
ハ
別
閣
に
し
て
拝
れ
給
ふ
と
な
り
、
天
正
年
中
に
兵
火
に
焼
失
、
当
寺
に
移
し
奉

る
と
な
ん
、
知
る
人
有
り
て
暫
休
み
、
高
柳
・
小
沼
な
と
言
在
所
を
過
て
、
東
に
名
に
お
ふ
辻
の
地
蔵
堂
へ
参
り
て
拝

み
ぬ
、
是
ゟ
常
世
村
、
此
所
に
諏
訪
上
下
を
勧
請
し
奉
る
、
村
の
鎮
守
に
て
ま
し
ま
す
、
此
宮
居

後
冷
泉
院
の
御
宇

天
喜
三
年
の
草
創
に
し
て
祭
礼
九
月
十
三
日
也
と
言
り
、
同
行
も
氏
神
に
て
い
ま
そ
か
れ
は
、
ぬ
か
つ
き
参
ら
せ
竹
屋

村
着

　
　

七
番

熊
倉

故
郷
を
は
る
〳
〵
出
て
熊
く
ら
の

仏
へ
参
る
身
こ
そ
安
け
れ

一
竹
屋
邑
如
意
輪
観
音
御
長
三
尺
運
慶
の
造
所
也
、
御
堂
南
向
三
間
四
面
、
今
年
迄
五
百
弐
拾
八
年
に
成
る
と
言
、
天
正

元
癸
酉
年
曹
洞
の
快
元
大
雲
山
観
音
寺
を
草
創
と
言
り
、
行
々
て
塩
川
と
申
、
日
も
い
ま
た
た
か
ふ
侍
れ
と
も
知
る
人

有
て
泊
り
ぬ
、
明
れ
ハ
五
月
朔
日
旅
鄽テ

ン

を
立
、
琵
琶
沼
の
辺
り
を
過
て

　
　

八
番

竹
屋

今ケ

朝サ

の
日
は
は
る
か
竹
屋
の
観
世
音

急
き
参
り
て
拝
む
旅
人

一
下
遠
田
村
福
聚
山
大
光
禅
寺
千
手
観
音
座
像
三
尺
七
寸
仏
工
運
慶
か
作
所
也
、
近
き
比
現
住
再
興
、
左
右
ハ
毘
沙
門
・

不
動
の
両
尊
也
、
住
侶
ハ
極
老
に
し
侍
る
、
誠
に
碩
き
学
く
の
誉
れ
有
し
を
、
惜
哉
、
余
算
な
き
事
よ
と
打
つ
ふ
や
き

寺
の
下
道
へ
下
り
て
渡
舟
に
棹
さ
す
、
折
柄
早サ

ナ
ヘ苗
と
る
半
な
れ
は

　
　

行
舟
や
声
も
遠
田
の
田
植
哥

勝

御
詠
歌

熊
倉

七
番
札
所

熊
倉

御
詠
歌

竹
屋

八
番
札
所

塩
川
泊

○
五
月
一
日

竹
屋

御
詠
歌

遠
田

九
番
札
所

熊
倉
村
：
喜
多
方
市

竹
屋
村
：
喜
多
方
市

天
正
元
癸
酉
年
：
一
五
七
三
年

塩
川
：
喜
多
方
市

下
遠
田
村
：
喜
多
方
市
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古
め
か
し
け
れ
と
も
う
ち
思
ひ
た
る
ま
ゝ
な
り
、
沼
の
上
よ
り
大
道
へ
出
、
粟
の
宮
に
知
人
有
て
暫
休
み
、
そ
れ
よ
り

勝
常
村

　
　

九
番

遠
田

後
の
世
を
願
ふ
心
を
照
ら
す
ら
ん

遠
田
の
仲（

沖
）に
出
る
月
か
け

一
勝
常
邑
観
音
正
観
音
菩
薩
な
り
、
御
長
七
尺
立
像
、
弘
法
大
師
草
創
、
昔
七
堂
の
時
ハ
其
一
宇
に
し
て
拝
れ
給
ふ
と
か

や
、
い
つ
の
時
か
廃
し
本
堂
に
安
置
し
奉
る
、
抑
瑠
璃
光
山
勝
常
密
寺
者
、
往
昔
磐
梯
を
病
悩
山
と
謂
し
比
お
ひ
、
大

同
元
酉

戌
年
俄
に
猪イ

ナ

コ
苗
湖
湛タ
ヽ

へ
月
の
輪
・
更サ
ラ

級シ
ナ

の
二
庄
其
外
民
村
水
底
と
な
り
け
る
と
な
ん
会
津
山
水
記
に
見
へ
た
り
、

其
頃
悪
風
吹
、
五
穀
熟
さ
す
、
妖ヨ
ウ
ク
ハ
イ

多
く
人
民
安
か
ら
さ
る
事
達

天
聴
、
翌
年
丁

亥
空
海
平
城
天
皇
の
詔
ミ
コ
ト
ノ
リを
受
、

当
国
に
下
り
加
持
し
給
ひ
、
山
磐
梯
と
改
、
頂
上
神
祠
を
た
て
磐
梯
明
神
と
号
し
給
ふ
、
川
沼
郡
八
田
野
村
稲
荷
の
社

者
其
座
也
、
所
謂
五
仏
の
薬
師
を
彫
刻
し
五
所
に
安
し
給
ふ
、
東
ハ
恵
日
寺
、
中
央
勝
常
寺
是
な
り
、
い
と
や
ん
こ
と

な
き
梵
跡
に
て
侍
る
、
し
か
わ
あ
れ
と
代
換カ
ハ
リ

星
移
て
堂
塔
も
破ハ

壊エ

し
、
鐘
楼
も
破
れ
て
花
鯨
者
壌
に
埋
れ
、
諸
行
無

常
の
声
も
い
つ
の
時
に
て
か
有
な
ん
や
、
性
情
に
ま
か
せ
時
な
ら
ね
と
も

　
　

花
の
時
鐘
の
苔（
音
）は
な
し
勝
常
寺

　
　

十
番

勝
常
寺

幾
度
も
あ
ゆ
み
を
は
こ
へ
勝
常
寺

生
れ
会
津
の
中
の
御ミ

仏

一
高
瀬
村
十
一
面
観
音
菩
薩
御
長
ケ
三
尺
四
寸
運
慶
か
作
也
、
高
吉
山
福
昌
寺
と
言
、
天
正
七
年
己
卯
曹
洞
の
道
谷コ
ク

い
ゑ

る
僧
中
興
す
と
言
り
、
当ソ

ノ
カ
ミ初
承
安
元
の
頃
奥
州
に
金
売
吉
次
・
吉
内
・
吉
六
と
云
者
有
、
都ト

鄙ヒ

を
往
来
し
て
金
を
鬻ヒ
サ

き
、
此
所
に
来
り
て
渡
船
破
損
し
吉
六
溺ア
フ

れ
て
死
け
り
、
其
頃
高
瀬
川
逆サ
カ

浪ナ
ミ

岸
を
浸ヒ
タ
スと
言
り
、
資シ

財サ
イ

皆
流
れ
そ
の
と
ゝ

ま
る
所
今
葛ツ
ヽ
ラ籠
田
・
革カ
ワ

袋
等
の
遺
名
有
り
て
け
る
と
言
、
村
の
西
に
吉
六
檀
有
り
、
彼
か
冥ミ
ヤ
ウ
フ
ク福の
た
め
観
音
を
安
置

す
、
今
の
尊
像
是
也
、
後
代
修
復
の
料
を
計
り
て
躯ク

中
に
金
を
納
め
置
し
を
、
元
亀
・
永
禄
の
頃
奸カ
ン

僧
有
て
金
を
盗
取

け
る
と
記
録
に
見
へ
た
り
、
川
も
あ
せ
は
て
旅
人
の
悩ナ

ヤ
ミも
な
く
侍
る

　
　

十
五
番

高
瀬

乗
り
得
て
も
心
ゆ
る
す
な
あ
ま
を
舟

高
瀬
の
波
は
時
を
き
ら
わ
す

遠
田

御
詠
歌

勝
常

十
番
札
所

勝
常

御
詠
歌

高
瀬

十
五
番
札
所

高
瀬

御
詠
歌

勝
常
村
：
湯
川
村

大
同
元
酉
戌
年
：
丙
戌
・
八
〇
六

年

翌
年
丁
亥
：
大
同
二
・
八
〇
七
年

②
③
本
：
東
は
恵
日
寺
、
西
は
日

光
寺
、
北
は
大
正
寺
、

南
は
堂
寺

高
瀬
村
：
会
津
若
松
市

天
正
七
年
己
卯
：
一
五
七
九
年

承
安
元
：
一
一
七
一
年

②
③
本
：
今
は
川
も
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一
平
沢
村
観
音
御
長
壱
尺
五
寸
、
三
間
四
面
西
向
、
広
沢
山
国
性
寺
と
言
、
此
村
昔
者
広
沢
と
言
し
を
、
い
つ
の
時
か
平

沢
と
唱ト

ナ

へ
来
れ
る
に
や
、
月
の
名
所
に
更
サ
ラ
シ
ナ科
広
沢
と
か
や
あ
れ
は
、
そ
の
か
み
い
か
成
人
か
住
て
、
か
く
名
付
た
る
も

し
ら
す
か
し

　
　

十
六
番

平
沢

参
り
来
て
浮
世
を
是
に
忘
お
く

心
お
よ
ば
ぬ
平
さ
わ
の
月

一
中
明
村
観
音
堂
、
此
尊
像
昔
時
奇
瑞
有
て
沼
木
の
沼
よ
り
顕
れ
給
ふ
、
御
堂
を
営
ミ
安
置
せ
り
、
霊イ
イ

験ケ
ン

新
タ
に
し
て
老

弱コ
ク

袖
を
連
ね
、
貴
賤
信シ
ン

仰カ
ウ

の
頭
を
傾
け
、
祈
て
達
せ
す
と
い
ふ
事
な
し
、
天
文
壬

辰
年
真
言
の
徒
宥
栄
密
蔵
院
を
復
興

し
て
今
年
迄
百
七
拾
弐
年
、
後
に
此
尊
像
を
院
内
へ
移
し
安
置
す
と
言
り
、
毎
年
三
月
十
七
日
旧
例
の
会
式
有
、
御
堂

の
跡
田
と
な
り
し
か
里
人
其
稲
を
頒
ち
て
、
尊
像
へ
供
物
に
奉
ら
す
と
な
り

　
　

十
七
番

中
明

参
る
よ
り
頼
み
を
か
け
し
観
世
音

沼
木
の
沼
に
う
か
む
み
つ
と
り

一
瀧
沢
観
世
音
堂
、
行
基
菩
薩
養
老
年
中
の
開
基
に
て
、
昔
ハ
花ト
リ
イ表
の
西
に
立
せ
給
ふ
と
言
り
、
遺
趾
今
猶
有
、
僧
房
衰

て
今
の
地
ゑ
移
し
奉
る
と
な
ん
、
抑
当
社
八
幡
宮
ハ
後
冷
泉
院
の
御
宇
天
喜
五
年
丁

酉
源
の
義
家
公
創
建
し
給
ふ
、
其

始
役ヤ
ク

夫フ

に
課ヲ
ヽ
セて
一
箕
毎
に
土
塊
を
運
は
せ
て
築
し
む
る
故
に
一
箕
山
と
言
、
今
年
迄
六
百
五
拾
年
に
及
、
其
制
巨キ
ョ

宏
に

し
て
傭ヨ
ウ

人
の
曁オ
ヨ

ふ
所
に
あ
ら
す
、
寛
文
年
山
崎
氏
大
守
公
の
貴
命
に
依
て
改
載
所
の
記
録
に
出
た
り
、
略
説
あ
れ
と
も

皆ミ
ナ

謬
伝
に
し
て
信
用
に
た
ら
す

　
　

十
八
番

八
幡

瀧
沢
は
落
て
な
か
る
ゝ
瀧
の
水

流
れ
の
す
ゑ
は
み
ろ
く
成
ら
ん

天
下
泰
平
国
土
豊
成
時
に
、
会
津
山
万
代
の
池
の
亀
ハ
甲
に
三
曲
を
備
へ
て
叟

ヲ
キ
ナ

嶋
に
遊
ひ
、
若
松
の
若
み
と
り
も
け
ふ

を
千
代
の
始
に
し
て
こ
の
も
か
の
も
に
栄
ゑ
、
民
の
竈カ
マ
トも
賑
ひ
て
と
さ
ゝ
ぬ
御
代
の
た
ふ
と
さ
、
角
足
弱ヨ
ワ

の
行ア
ン

脚キ
ヤ

十
日

余
り
何
の
造
作
も
な
ふ
し
侍
る
、
偏
に
御
恵
の
源
ふ
か
く
、
流
の
末
の
我
々
迄
も
目
出
た
し
〳
〵
と
、
宝
永
四
年
丁
亥

五
月
朔
日
お
の
か
家
々
に
帰
り
侍
る

平
沢

十
六
番
札
所

平
沢

御
詠
歌

中
明

十
七
番
札
所

中
明

御
詠
歌

滝
沢

十
八
番
札
所

滝
沢

御
詠
歌

○
結
願
・
帰
宅
の
感
慨

平
沢
村
：
会
津
若
松
市

中
明
村
：
会
津
若
松
市

天
文
壬
辰
年
：
天
文
元
・
一
五
三

二
年

滝
沢
：
会
津
若
松
市

天
喜
五
年
丁
酉
：
一
〇
五
七
年

②
③
本
：
向
井
氏

②
③
本
：
異
説
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小
池

　
　

今
朝
ま
て
ハ
親
と
頼
み
し
笈
摺
を

ぬ
き
て
納
む
る
後
の
世
の
た
め

　
　

う
き
身
も
た
す
け
給
へ
や
観
世
音

道
引
給
へ
弥
陀
の
浄
土
ゑ

　
　

か
れ
木
に
も
花
の
誓
の
観
世
音

ま
し
て
頼
を
か
け
し
身
な
れ
は

　
　

た
ゝ
頼
の
め
し
め
し
か
原
の
一サ

シ
モ
ク
サ

切
衆
生

我
世
の
中
に
あ
ら
ん
限
り
ハ

　
　

つ
み
深
き
人
を
も
身
を
も
頼
な
ハ

な
と
た
す
け
さ
せ
給
ハ
さ
ら
め
や

円
光
大
師
の
御
哥

　
　

谷
川
の
苔
の
下
な
る
た
ま
り
水

つ
ふ
〳
〵
も
行
さ
ら
〳
〵
も
行

　
　

万
代
の
願
ひ
ハ
爰
に
納
め
置

水
わ
池
よ
り
出
る
御
手
洗

宝
永
八
年
辛

卯
七
月
吉
日
書

五
月
五
日
ヨ
リ
年
号
正
徳
元
年
と
改

　
　

右
書
写
舊
重
二
十
四
歳
ニ
乄
書
之

　
　

享
保
四
年
亥
十
一
月
廿
六
日

（
裏
表
紙
）「
享
保
四
年
亥
十
一
月
廿
六
日

染
文
（
方
朱
印
）」

○
小
池
（
御
池
）
そ
の
他
の

御
詠
歌

○
奥
書

※
以
下
は
②
③
本
に
は
な
し

②
本
：
国
分
丈
助
書

③
本
：
高
橋
氏
義
督
誌

宝
永
八
年
辛
卯
：
正
徳
元
・
一
七

一
一
年

享
保
四
年
亥
：
一
七
一
九
年
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